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鐡
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七
二

第
一
章
　
有
賀
鐡
太
郎
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
基
本
理
解

　
教
父
学
者
有賀
鐡
太
郎
（
一
八
九
九
－
一
九
七
七
）
に
と
り
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
は
そ
の
神
学
的
思
考
の
中
核
を
占
め
、

神
学
史に
お
け
る
神
学
的
・
解
釈
学
的
方
法
の
鍵
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
。
ま
た
教
義
学
者
力
ー
ル
・
バ
ル
ト
（
一
八
八
六
－
一
九
六
八
）

は
、
同
聖
書
箇
所
に
つ
き
初
期
か
ら
一
貫
し
た
独
自
の
解
釈
を
与
え
、
こ
の
聖
書
箇
所
の
解
釈
史
、
い
わ
ゆ
る
エ
ク
ソ
ド
ス
．
メ
タ
フ
ィ

ジ
ク
（
E
・
ジ
ル
ソ
ン
）
の
歴
史
の
中
に
独
自
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て
、
有
賀
と
バ
ル
ト
に
お
け
る
聖
書
テ
キ
ス
ト
出

エジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
の
要
点
を
析
出
し
、
こ
れ
を
前
提
に
相
互
比
較
を
試
み
る
。
こ
の
考
察
の
試
み
に
先

立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
両
神
学
者
の
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
理
解
、
ま
た
関
連
す
る
諸
領
域
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

三章
一
四
節
以
下
理
解
の
基
本
考
察
を
行
っ
た
が
、
以
下
は
そ
れ
ら
の
先
行
作
業
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　ま
ず
有
賀
鐡
太
郎
の
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
理
解
と
、
こ
れ
を
も
と
に
提
唱
さ
れ
た
神
学
的
・
解
釈
学
的
方
法
と
し
て
の
ハ
ヤ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

ロギ
ア
を
、
上
記
の
先
行
考
察
に
基
づ
い
て
、
以
下
の
五
点
に
整
理
し
て
み
た
い
。

（
一
）
有賀
は
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
を
「
神
学
的
・
解
釈
学
的
方
法
」
と
し
て
構
想
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
。
有
賀
は
こ
の
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と

いう
用
語
を
、
”
Φ
ξ
霞
器
げ
霞
①
菖
興
”
（
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
）
と
い
う
聖
書
箇
所
の
中
で
、
一
人
称
未
完
了
形
”
①
ξ
霞
”
で
用
い

ら
れ
て
い
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
動
詞
“
げ
且
魯
”
に
基
づ
い
て
命
名
し
た
。
有
賀
に
よ
れ
ば
、
啓
示
に
集
中
し
て
構
想
さ
れ
た
神
学
、
た
と
え
ば

啓
示
神学
と
言
わ
れ
る
神
学
に
対
し
て
、
神
学
的
・
解
釈
学
的
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
方
法
論
的
反
省
に
優
位
性
を
与
え
る
こ
と
が
必
然

　
　
　
　
　
　
ハ
こ

であ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
有
賀
の
神
学
的
・
解
釈
学
的
構
想
の
全
体
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
、
オ
ン
ト

ロギ
ア
、
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
、
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
い
わ
れ
る
有
賀
の
神
学
構
想
を
示
す
諸
論
理
が
、
ど
の
よ
う
な
相
互
連
関
の



う
ち
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、
有
賀
の
神
学
的
・
解
釈
学
的
な
方
法
と
し
て
、
こ

の

ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
に
後
続
す
る
、
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
、
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
、
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
を
実
質
的
に
規
定
し
て
お
り
、
ハ
ヤ

ト
ロ
ギ
ア
に
、
後
続
す
る
こ
れ
ら
の
論
理
に
対
し
て
内
容
的
な
優
位
性
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、

ユダ
ヤ
教
の
歴
史
の
内
部
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
内
在
し
た
解
釈
学
的
方
法
で
あ
り
、
そ
の
妥
当
性
、
つ
ま
り
論
理
的
一
貫
性
は
、
ま
ず
コ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

レ
ト
の
言
葉
と
ヨ
ブ
記
に
お
い
て
問
い
に
付
さ
れ
た
。
有
賀
は
こ
の
問
い
に
付
さ
れ
た
事
実
を
「
論
理
の
中
断
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
「
論
理
の
中
断
」
を
通
し
て
ユ
ダ
ヤ
教
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
が
成
立
す
る
。

（二
）
こ
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
教
に
内
在
的
・
解
釈
学
的
論
理
と
し
て
の
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
」
は
、
さ
ら
に
、
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
、
そ
の

妥当
性
に
関
し
て
、
批
判
的
な
形
で
尖
鋭
化
さ
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
に
内
在
し
た
論
理
と
し
て
の
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、
こ
の
よ
う
に
、
イ
エ

ス

の

死
に

お

い
て
そ
の
妥
当
性
を
喪
失
し
、
無
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
事
後
的
に
、
初
代
教
会
の
聖
霊
の
注
ぎ
を
通
し
て
初
め
て
、
ギ

リ
シ
ャ
的
存
在
論
を
実
質
と
す
る
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
結
合
し
て
、
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
再
生
せ
し
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
一
般
に
キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
名
称
さ
れ
る
も
の
は
、
有
賀
の
用
語
で
言
え
ば
、
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
言
わ
れ

る
も
の
に
対
応
す
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
は
二
重
の
構
造
を
持
ち
こ
れ
を
含
蓄
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
二
重
構

造は
、
相
互
に
異
な
る
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
い
う
二
つ
の
論
理
が
、
こ
の
両
者
を
結
合
さ
せ
る
た
め
の
論
理
と
し
て
の

プネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
に
よ
っ
て
媒
介
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
有
賀
は
こ
れ
を
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
」
の
二
重
構
造
と

名
づ
け
て
い
る
。

（三
）
「
論
理
の
中
断
」
に
言
及
し
た
際
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
内
在
し
た
論
理
と
し
て
限
定
さ
れ
て
い

る
。
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
バ
ル
ト
と
同
じ
く
、
有
賀
に
お
い
て
も
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、
契
約
の
概
念
や
「
自
己
啓
示
」
と
言
わ
れ
る

有
賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



七
四

も
の
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
有
賀
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
“
げ
9
。
矯
9
。
7
に
歴
史
的
・
社
会
的
現
実
の
中
で
働
く
共
同
体
形
成
へ

のデ
ュ
ナ
ミ
ス
を
認
め
、
ユ
ダ
ヤ
教
内
部
の
論
理
と
し
て
の
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
に
は
共
同
体
「
カ
ハ
ル
」
ー
集
め
ら
れ
た
民
を
意
味
す
る

ー
が
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
の
論
理
に
は
「
エ
ク
レ
シ
ア
」
が
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
カ
ハ
ル
ー
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
リ

ク
レ
シ
ア
構
造
に
お
い
て
こ
そ
、
契
約
と
選
び
が
現
実
化
さ
れ
た
と
見
て
い
る
。
し
か
し
有
賀
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
こ

そ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
と
の
神
の
契
約
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
賀
に
お
い
て

は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
締
結
し
た
契
約
の
主
語
（
主
体
）
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
契
約
の
概
念
は
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ

ア

の

述語
で
あ
る
。
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
二
四
に
お
け
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
文
章
♂
ξ
霞
鋤
ω
げ
臼
①
身
臼
”
か
ら
、
ま
ず
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

法論
の
観
点
か
ら
、
換
言
す
れ
ば
「
神
学
的
・
解
釈
学
的
」
な
観
点
か
ら
構
想
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
事
実
か
ら
考
え
る
と
、
イ

エ
ス

の

死
に

お

い
て

無
化さ
れ
た
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
」
は
、
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
を
根
拠
に
、
事
後
的
に
、
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
の
不

可欠
の
構
成
要
素
と
し
て
再
生
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
も
、
契
約
と
い
う
も
の
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
な
く
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
に

お

い
て

再
生
せし
め
ら
れ
た
か
、
神
学
的
に
充
分
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
再
生
の
場
や
根
拠
が
明
確
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
以
下
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
契
約
の
概
念
が
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以

下
に

含
意さ
れ
て
い
る
様
々
な
存
在
論
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
、
実
質
的
な
優
位
性
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
出
エ

ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
の
有
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
に
内
在
し
た
妥
当
性
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
の
、
キ
リ
ス
ト
教
後
に
質
的
変
化
を

経
験し
た
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
続
性
が
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
有
賀
に
お
い
て
は
、
一
方
に
お
け
る
旧
約
聖
書
の
時
代
と
他

方
に
お
け
る
新
約
聖
書
の
時
代
を
共
に
包
括
す
る
よ
う
に
、
両
者
を
統
一
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
連
続
性
の
根
拠
は
存
在
す
る

　
　
　
　
　
ハ
ヱ

の

であ
ろ
う
か
。



（四
）
有
賀
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
言
わ
れ
る
も
の
に
対
応
す
る
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
は
、
組
織
神
学
的
・
共
時
的
な
次
元

で
機
能す
る
思
考
お
よ
び
歴
史
認
識
の
領
域
で
機
能
す
る
思
考
、
す
な
わ
ち
「
救
済
史
」
、
と
く
に
「
教
義
史
」
と
い
う
二
つ
の
相
互
に
異

な
る
思
考
形
態
へ
と
分
化
さ
れ
て
展
開
し
て
行
く
。
四
世
紀
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
古
代
教
義
が
形
成
さ
れ
終
結
を
見
た
事
実
は
、
上
記

の第
一
の
組
織
的
・
共
時
的
に
働
く
思
考
に
属
し
、
し
か
も
A
・
v
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
や
恥
・
ロ
ー
フ
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
ギ
リ
シ
ャ

哲
学的
な
思
考
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
て
形
成
さ
れ
た
古
代
教
義
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
実
質
を
寡
奪
す
る
も
の
と
し
て
否
認
す
る
教
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
り

批
判的
理
解
と
は
異
な
る
基
盤
に
立
っ
て
、
む
し
ろ
本
質
的
に
積
極
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
無
か
ら
の
創
造
」
（
臼
＄
岳
o

①

×
巳
匡
o
）
や
「
同
質
」
（
ホ
モ
ウ
ー
シ
オ
ス
曾
。
9
9
。
の
）
と
い
う
古
代
教
義
に
用
い
ら
れ
た
用
語
は
、
有
賀
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト

教
神
学そ
の
も
の
と
は
明
確
に
は
区
別
さ
れ
ず
に
受
領
さ
れ
て
い
る
。
教
義
そ
の
も
の
と
神
学
的
・
組
織
的
学
問
の
両
者
は
、
前
者
の
成

立
の

プ
ロ

セ

ス

から
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
も
に
ギ
リ
シ
ャ
化
の
生
み
出
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
同
一
視
さ
れ
て
は

いな
い
。

（五
）
有
賀
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
対
し
て
、
本
質
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
有
賀
に
よ
れ
ば
、

た
し
か
に
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
な
る
も
の
は
、
モ
ー
セ
の
時
代
に
そ
の
根
源
的
形
態
に
お
い
て
経
験
さ
れ
形
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
に
基
づ
い
た
思
考
そ
の
も
の
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
が
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て

成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
神
秘
主
義
思
想
の
成
立
と
と
も
に
、
存
在
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
し
て
の
「
無
」
（
山
山
ω
り
4
団
O
げ
け
ω
）
と
救
済
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
「
虚
無
性
」
（
集
Φ
乞
け
げ
鉱
σ
q
閃
Φ
ド
覧
農
“
ひ
ヨ
の
）
な
る
も
の
が
主

題化
・
顕
在
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



七
六

第
二
章
　
K
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
基
本
理
解

　
以
下
に

お

い
て
、
バ
ル
ト
の
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
に
関
す
る
基
本
理
解
を
、
別
論
で
考
察
し
た
五
つ
の
点
ー
神
の
自
己
啓
示
、

神
の
述
語
づ
け
の
可
能
性
、
三
位
一
体
論
と
の
関
係
、
契
約
の
歴
史
と
の
関
連
、
黙
示
録
一
・
八
と
の
関
係
ー
に
お
い
て
要
約
し
て
み

よ
弛
・（一

）
バ
ルト
に
お
い
て
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
は
教
義
学
的
思
考
の
方
法
を
開
示
す
る
対
象
と
し
て
、
つ
ま
り
神
学
的
・
解
釈
学
的

に
は
受
け
取
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
純
粋
に
神
学
的
・
教
義
学
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
契

約
の
歴
史
が
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
理
解
を
包
括
す
る
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
契
約
の
歴
史
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
神
の
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

己啓
示
」
と
い
う
モ
メ
ン
ト
に
主
要
な
役
割
が
帰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
契
約
が
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以

下
理解
の
主
語
（
主
体
）
で
あ
り
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
お
よ
び
こ
の
聖
書
箇
所
か
ら
導
出
さ
れ
た
諸
規
定
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民

族
と
の
神
の
契
約
締
結
の
述
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
、
「
神
の
自
己
啓
示
」
と
い
う
も
の
と
契
約
の
歴
史
と

いう
二
つ
の
規
定
の
う
ち
ど
ち
ら
が
実
質
的
に
優
位
性
を
有
し
て
い
る
の
か
問
う
な
ら
ば
、
上
記
の
後
者
が
前
者
を
包
摂
す
る
と
い
う
点

から
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
契
約
史
の
側
に
優
位
性
が
あ
り
、
神
の
自
己
啓
示
を
規
定
し
て
い
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
契
約
史
と
自
己
啓
示
と
い
う
二
つ
の
規
定
は
、
相
互
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
補
完
し
合
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
出

エジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
を
、
た
だ
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
の
契
約
史
の
内
部
の
特
殊
な
歴
史
と
見
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
出

エ
ジ

プト
三
・
一
四
以
下
の
有
す
る
他
の
解
釈
学
的
・
宗
教
学
的
に
注
目
す
べ
き
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
分
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

な

い
と
思
わ
れ
る
。
バ
ル
ト
自
身
は
、
契
約
史
の
、
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
な
、
あ
る
い
は
エ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
な
前
提
の
下
に
、
出
エ
ジ
プ



ト
三
・
一
四
以
下
に
登
場
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
動
詞
“
げ
＆
魯
”
の
多
く
の
二
次
的
（
副
次
的
）
で
は
あ
る
が
、
本
質
的
な
諸
規
定
を
明
ら
か

　
　
　
　
ハ
ユ

にし
て
い
る
。

（二
）
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
二
四
以
下
の
「
自
己
啓
示
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
他
の
様
々
な
表
現
は
、
以
下
の
よ
う
に
、

教義
学
的
に
、
ま
た
神
学
史
的
・
教
義
史
的
に
注
目
さ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
神
の
「
自
己
啓
示
」
を
根
拠
に
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・

一
四

以
下
の

文章
は
何
ら
か
の
述
語
づ
け
に
よ
る
説
明
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
得
な
い
、
神
は
神
で
あ
る
と
い
う
命
題
が
、
神
の
自
己
啓
示

　
　
　
　
ハ
ヨ

に

対
応す
る
。
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
は
神
の
「
自
己
啓
示
」
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
神
に
関
す
る
他
の
諸
規
定
は
、
完
全
に
独

自
の
論
理
か
ら
導
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
独
自
の
論
理
－
神
の
「
自
己
啓
示
」
1
は
、
（
啓
示
の
認
識
に

お

い
て
）
ま
ず
肯
定
的
な
も
の
が
認
識
さ
れ
、
そ
の
後
に
否
定
的
な
も
の
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
論
理
を
実
質
と
す
る
。
神
の
隠
れ
の
認

識
は
、
神
の
啓
示
の
受
領
の
中
で
根
拠
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
に
後
続
す
る
認
識
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
に
含
意
さ

れる
肯
定
的
な
も
の
を
理
解
し
、
「
自
己
啓
示
」
を
信
仰
と
い
う
行
為
の
対
象
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
否
定
的
な
も
の
が
内
容

的
に
も
時
間
的
に
も
事
後
的
に
認
知
さ
れ
、
肯
定
的
な
も
の
の
裏
面
を
構
成
す
る
。
バ
ル
ト
の
教
義
学
体
系
の
中
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う

な
否
定
的
な
も
の
に
対
す
る
肯
定
的
な
も
の
の
優
位
お
よ
び
そ
の
論
理
は
、
教
義
学
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
ル
タ
ー
お
よ
び
ル
タ
ー
派
正

統
主
義
の
神
学
に
適
用
さ
れ
、
重
要
な
帰
結
を
生
み
出
し
て
い
る
。
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
命
題
は
、
そ
れ
自
身

のう
ち
に
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
様
々
な
形
で
テ
ー
マ
化
さ
れ
る
否
定
性
に
対
抗
す
る
デ
ュ
ナ
ミ
ス
を
内
包
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

“

Φξ
臼
o
ω
げ
興
Φ
冨
曾
”
に
お
け
る
第
二
の
命
題
（
“
餌
ω
げ
Φ
H
Φ
ξ
Φ
ジ
）
は
述
語
化
さ
れ
得
な
い
こ
と
、
ま
た
他
の
形
に
置
き
換
え
る
こ
と

が
不
可能
な
こ
と
、
モ
ー
セ
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
解
放
、
選
び
の
教
説
に
お
い
て
、
決
定
論
（
フ
ァ
タ
リ
ス
ム

ス
）
を
方
法
論
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
支
配
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
拒
否
、
つ
ま
り
神
の
啓
示
の
伝
達
の
間
接
性
と
い
う
特

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



七
八

殊
な
性
格
、
つ
ま
り
啓
示
の
特
殊
な
在
り
方
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
有
す
る
否
定
性
で
あ
る
。
上
記
の
様
々
な
事
態
が
示
し
て
い
る

こ
と
は
、
“
H
魯
び
貯
”
と
い
う
第
一
の
命
題
か
ら
、
“
畠
Φ
ユ
。
じ
ぼ
口
”
と
い
う
第
二
の
命
題
へ
の
移
行
は
、
何
ら
自
明
の
こ
と
で
は
な
く
、

両者
の
媒
介
を
可
能
と
す
る
何
ら
か
の
主
体
（
主
語
）
な
く
し
て
は
現
実
化
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（三
）
バ
ル
ト
は
そ
の
初
期
の
教
義
学
講
義
に
お
い
て
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
“
H
o
げ
寓
戸
価
①
ユ
o
げ
び
貯
”
と
い
う
命
題
を
、
キ
リ
ス

ト
教
時
代
に
成
立
し
た
教
義
と
し
て
の
三
位
一
体
論
と
の
連
関
で
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
出
エ
ジ
プ
ト

三・

一
四
の

命
題の
、
旧
約
聖
書
の
世
界
を
支
配
し
て
い
る
論
理
と
し
て
前
提
と
さ
れ
て
い
た
性
格
は
、
こ
の
性
格
が
キ
リ
ス
ト
教
（
新

約
）
時
代
の
契
約
の
歴
史
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
と
っ
て
、
旧
約
聖
書
の
信
仰
の
内
部
で
の
み
妥
当
性
を
有
し
て
い
た
出
エ
ジ
プ
ト
三
・

一
四
のイ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
相
対
化
さ
れ
、
質
的
な
変
化
を
経
験
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
は
、
こ

の
よ
う
な
変
化
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
位
一
体
論
や
選
び
の
教
説
等
々
、
キ
リ
ス
ト
教
（
新
約
聖
書
）
以
後
の
連
関
で
承
認
さ

れ
受
領さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
厳
密
に
受
け
取
る
な
ら
ば
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
は
こ
の
新
約
時
代
以
後
の
キ
リ
ス
ト
教
時
代
に
お

い

ては
そ
の
妥
当
性
を
失
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
主
要
命
題
“
H
o
げ
び
貯
”
は
、
こ
の
よ
う
な
限
定
の
下
で
、
経
論
的
三
位
一

体
論に
、
ま
た
関
係
節
“
α
興
8
げ
ぼ
ロ
”
は
内
在
的
三
位
一
体
論
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
出
エ
ジ
プ
ト
三
二

四
の

命
題
が
三位
一
体
論
に
適
用
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
バ
ル
ト
の
教
義
学
的
思
考
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、

神
の
言
葉
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
場
が
、
教
義
学
的
思
考
の
対
象
と
し
て
、
三
位
一
体
論
を
主
体
と
し
た
、
こ
の
三
位
一
体
論
に
対
応
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ

る
経
論
的
啓
示
認
識
と
し
て
「
合
理
化
」
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
命
題
は
上
記
の
（
そ
の
初
期
か

ら
バ
ル
ト
の
思
考
に
お
い
て
神
学
の
出
発
点
に
据
え
ら
れ
て
い
た
神
の
言
葉
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
）
場
を
思
考
す
る
こ
と
、
ま
た
こ
の

場
が
思
惟
可
能
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
命
題
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
命
題
は
、
バ
ル
ト
の
体
系
の
中
で
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

こ
の
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
命
題
が
有
す
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
合
理
的
に
解
釈
す
る
こ
と
の
必
然
性
へ
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

（四
）
出
エ
ジ
プ
ト
三
二
四
の
命
題
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
動
詞
“
訂
旨
ゲ
は
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
あ
る
い
は
エ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
に
、

あ
る
い
は
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
に
、
契
約
の
歴
史
と
の
連
関
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
期
の
講
義
・
著
作
の
中
で
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・

一
四
の

意味
が
主
に
契
約
史
の
概
念
を
用
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
ー
バ
ル
ト
が
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
に
付
与
し
て
い
る
様
々

な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
旧
約
か
ら
新
約
へ
の
転
換
、
つ
ま
り
契
約
の
歴
史
の
事
実
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
ー
、
こ
の
際
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

こ
の
旧
約
聖
書
箇
所
の
妥
当
性
の
限
界
が
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

（五
）
有
賀
に
お
い
て
は
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
解
釈
学
的
・
方
法
論
的
な
妥
当
性
が
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
ー
そ
の
際
、
有
賀
に
お

い

て
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
二
四
の
有
し
て
い
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
妥
当
性
の
限
界
が
提
示
さ
れ
る
の
は
、
と
り
わ
け
イ
エ
ス
の

死
に

お
い
て
、
旧
約
聖
書
の
論
理
と
し
て
の
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
が
妥
当
性
を
喪
失
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
無
化
さ
れ
る
と
い
う
、
ユ
ダ
ヤ

教内
部
に
位
置
す
る
歴
史
的
事
実
の
中
に
お
い
て
で
あ
る
ー
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
も
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
が
、
三
位
一
体
論
や
選
び
の

教説
と
の
連
関
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
新
約
時
代
に
固
有
な
教
説
の
基
礎
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
出
エ

ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
の
神
学
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
旧
約
聖
書
の
内
部
の
時
代
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
注
目
す
べ
き
は
、

出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
と
は
対
照
的
な
位
置
に
あ
る
黙
示
一
・
八
の
中
に
、
新
約
時
代
固
有
の
神
学
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
に
お
い
て
は
「
時
間
」
が
つ
ね
に
「
現
在
」
の
次
元
で
理
解
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

る
の
と
は
対
照
的
に
、
黙
示
一
・
八
で
は
将
来
へ
の
視
線
が
存
在
し
て
い
る
。

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



八
〇

第
三
章
　
有
賀
と
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
理
解
の
相
違

　
一
、
問
題
へ
の
一
般
的
考
察

　
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
は
も
と
も
と
解
釈
学
的
・
方
法
論
的
に
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
純
粋
に
神
学
的
・
教

義
学
的
に

受け
取
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
第
一
の
規
定
と
し
て
、
一
方
に
お
け
る
神
の
「
自
己
啓
示
」
な

る
も
の
と
、
他
方
に
お
け
る
契
約
締
結
の
モ
メ
ン
ト
と
が
、
重
要
な
位
置
を
占
め
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
体

抽出
を
指
向
す
る
ギ
リ
シ
ャ
的
・
存
在
論
的
思
考
に
対
す
る
拒
否
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
二
四
か
ら
導
出
さ
れ
る
第
一
の
帰
結
で
は
な
く
、

二
次
的な
も
の
で
あ
る
。

　
有賀
に
お
い
て
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
二
四
は
純
粋
に
神
学
的
・
教
義
学
的
に
と
い
う
よ
り
も
、
神
学
的
・
解
釈
学
的
に
、
換
言
す
れ

ば
、
つ
ま
り
方
法
論
的
に
受
け
取
ら
れ
、
そ
の
よ
う
に
神
学
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
有
賀
の
神
学
構
想
に
お
い
て
は
、
出
エ

ジ
プ
ト
三
・
一
四
に
お
け
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
動
詞
“
ゴ
昌
帥
デ
が
実
体
論
的
思
考
を
拒
否
す
る
と
い
う
モ
メ
ン
ト
が
主
要
な
、
ま
た
本
質
的
な

役割
を
果
た
し
、
神
学
史
の
解
釈
学
の
方
法
を
提
供
す
る
聖
書
箇
所
と
し
て
受
領
さ
れ
て
い
る
。

　
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
論
理
の
中
断
、
つ
ま
り
こ
の
動
詞
“
匿
旨
プ
と
結
合
し
て
い
る
論
理
の
「
中
断
」
は
、
何
ら
本
質
的
な
役
割
は

果
たし
て
お
ら
ず
、
契
約
概
念
の
側
に
主
要
な
役
割
が
帰
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
契
約
と
い
う
概
念
を
通
じ
て
、
旧
約
聖
書
か
ら
新
約
聖

書
へ
の
移
行
が
可
能
と
さ
れ
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
有
賀
に
よ
っ
て
も
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
は
神
の
自
己
啓
示
と
し
て
理

解
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
自
己
啓
示
を
根
拠
に
し
て
、
あ
の
（
上
記
の
）
神
認
識
に
か
か
わ
る
否
定
性
を
内
側
か
ら
排
除
す
る
デ
ュ
ナ
ミ
ス

を
内
包
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
否
定
性
と
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
五
、
「
神
は
言
わ
れ
た
。
『
こ
こ
に
近
づ
い
て
は
な
ら
な
い
。



足
から
履
物
を
脱
ぎ
な
さ
い
。
あ
な
た
の
立
っ
て
い
る
場
所
は
聖
な
る
土
地
だ
か
ら
』
」
と
い
う
文
章
の
中
に
含
意
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
、
有
賀
は
こ
の
聖
書
箇
所
の
中
に
、
神
の
側
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
否
定
性
そ
の
も
の
を
で
は
な
く
、
ミ
ス
テ
リ
ウ
ム
（
R
・
オ
ッ
ト
ー
）

を
見
て
い
る
。
有
賀
は
論
理
の
「
中
断
」
を
強
調
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
に
拠
っ
て
、
妥
当
性
を
喪
失
し
た
旧
き
、

無化
さ
れ
た
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
再
生
を
根
拠
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
有
賀
に
お
い
て
は
、
契
約
の
概
念
や
契
約
の
歴
史
に
拠
る
こ

と
な
く
し
て
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
か
ら
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
が
再
生
さ
れ
得
る
の
か
、
明
瞭
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　二
、
有
賀
と
バ
ル
ト
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
ー
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
と
否
定
性
（
乞
Φ
隔
四
曽
け
凶
く
団
け
麟
什
）
の
理
解
の
相
違
ー
ミ
ス
テ
ィ
ー

　　
馳
ク
（
神
秘
主
義
）
と
否
定
性
の
問
題

　そ
の
体
系
を
視
野
に
据
え
て
み
る
と
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
は
、
神
的
な
も
の
と
人
間
的
な
も
の
と
を
悪
し
き
仕
方
で

同
一
化
し
、
短
絡
的
に
結
合
し
よ
う
と
す
る
、
誤
解
に
導
か
れ
た
神
認
識
を
意
味
し
て
い
る
。
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
神
認
識
と
神
経
験

は
、
そ
の
起
点
（
け
霞
ヨ
貯
q
ω
四
ρ
q
o
）
か
ら
そ
の
終
点
（
8
円
巨
建
ω
巴
ρ
器
ヨ
）
に
至
る
ま
で
、
「
合
理
化
」
さ
れ
た
認
識
・
経
験
を
意

　
　
　
　
ハ
な

味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
啓
示
認
識
に
お
い
て
は
、
神
認
識
、
神
の
言
葉
の
経
験
は
、
三
位
一
体
の
神
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
下
に
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

釈
学的
－
神
学
的
に
螺
旋
構
造
を
も
っ
て
解
釈
さ
れ
、
合
理
化
と
も
い
う
べ
き
特
徴
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
神
そ
れ
自
体
、
つ
ま
り
三
位
一

体
の
神
は
、
こ
の
よ
う
な
神
認
識
、
啓
示
の
経
験
に
お
い
て
、
つ
ね
に
例
外
な
く
、
こ
の
よ
う
な
合
理
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
根
拠
づ
け
導
く

主体
の
位
置
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
啓
示
の
合
理
化
、
神
の
言
葉
の
経
験
の
合
理
化
は
、
バ
ル
ト
の
教
義
学
的
思
考
の
本
質
的
な
特
質
で

あ
る
。
“
山
Φ
話
菩
ω
o
o
口
α
ぎ
ω
”
と
“
α
Φ
岳
お
く
Φ
訂
窪
ω
”
は
、
「
実
在
性
の
観
点
か
ら
見
て
（
器
o
琶
儀
毒
同
Φ
ヨ
）
」
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、

神
の
現
実
性
か
ら
見
て
実
在
的
に
（
同
Φ
鋤
嵩
什
Φ
「
）
分
離
さ
れ
得
ず
、
ま
た
分
離
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
弁
証
法
的
に

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



八
二

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
り

は
理
解
さ
れ
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
等
の
神
秘
主
義
者
や
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
が
構
想
し
た
よ
う
に
、

三位
一
体
の
神
の
背
後
に
、
何
ら
か
の
本
来
の
・
他
の
神
性
（
0
9
些
Φ
博
け
）
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
こ
の
三
位
一
体
の
神
の
教
説
を
根
拠
に

　
　
　
　
お
り

否定
さ
れ
る
。
三
位
一
体
論
は
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
、
上
記
の
合
理
化
の
根
拠
・
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
啓
示
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

合
理
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
導
き
支
配
す
る
解
釈
学
的
な
原
理
を
意
味
し
て
い
る
。
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
啓
示
認
識
が
合
理
的
に
規
定
さ
れ

た

性
格を
も
ち
、
教
義
学
的
思
考
の
特
殊
な
言
述
的
な
（
臼
ω
一
（
億
円
ω
博
く
）
性
格
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
は
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

ら
の
積
極
的
な
役
割
も
果
た
さ
な
い
。
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
と
は
、
宗
教
的
意
識
が
一
般
的
非
合
理
な
宗

教性
へ
と
主
観
的
に
沈
降
（
ノ
N
Φ
H
ω
①
口
胃
琶
ひ
q
）
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
神
学
に
お
け
る
超
越
論
的
な
思
考
形
態
に
対
す
る
批
判
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
も
啓
示
に
お
け
る
秩
序
、
つ
ま
り
積
極
的
な
も
の
か
ら
否
定
的
な
も
の
へ
、
と
い

う
運
動
と
秩
序
に
お
け
る
順
序
・
秩
序
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
啓
示
認
識
の
ラ
チ
オ
ナ
ー
ル
な
構
造
と
は
異
質
な
も
の
と
解
さ

　
　
　
ホ
リ

れ
て

い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
教
義
学
者
バ
ル
ト
は
、
神
学
を
啓
示
を
中
心
に
し
て
構
想
し
、
こ
の
神
学
に
ラ
チ
オ
ナ
ー
ル
な
性
格
・

特
質を
与
え
た
。
有
賀
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
宗
教
的
に
高
揚
し
た
形
態

を
意
味
し
、
こ
の
形
態
は
直
接
的
な
宗
教
性
を
本
質
的
に
克
服
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
直
接
的
な
宗
教
性
に
対
す
る
否
定
を
通
し
て
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ

証
法的
に
上
か
ら
生
起
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
理
解
す
べ
き
こ
と
は
、
有
賀
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
こ
の
よ
う
な
ミ

ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
と
い
う
形
態
を
通
し
て
は
じ
め
て
、
「
虚
無
性
写
雪
§
ひ
2
の
」
が
登
場
し
テ
ー
マ
化
さ
れ
得
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
に
、
有
賀

は
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
の
出
会
い
を
見
て
い
る
が
、
上
記
の
こ
と
か
ら
神
秘
主
義
的
経
験
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と
オ
ン
ト
ロ

ギ
ア
と
の
出
会
い
を
通
し
て
生
起
し
た
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
の
中
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
信
仰
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
）
の
、
あ



る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
お
よ
び
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
）
の
尖
鋭
化
さ
れ
た
形
態
と
し
て

現実
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
さ
ら
に
注
目
に
値
す
る
こ
と
は
、
一
方
で
有
賀
に
お
い
て
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
が
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
の
出
会
い
を
通
し

て

成
立し
た
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
の
デ
ュ
ナ
ミ
ス
を
借
り
て
は
じ
め
て
、
救
済
論
的
な
意
味
で
の
「
虚
無
性
」
な
る
も
の
が
認

識
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
バ
ル
ト
は
、
啓
示
に
対
応
し
、
啓
示
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
、
積
極
的
な
も
の
か
ら
否
定
的
な
も
の
へ
と

いう
啓
示
認
識
の
秩
序
を
強
調
し
、
そ
の
結
果
、
こ
の
積
極
的
な
も
の
の
認
識
か
ら
は
じ
め
て
否
定
的
な
も
の
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
秩

序
を
通
じ
て
の
み
、
否
定
的
な
も
の
が
（
存
在
論
的
な
意
味
と
は
異
な
る
）
救
済
論
的
な
意
味
で
本
来
的
に
、
ま
た
正
し
く
認
識
さ
れ
得

る
こ
と
に
な
る
、
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
）
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
は
、
こ
の
よ
う
な
、
積
極
的
な

も
の
か
ら
否
定
的
な
も
の
へ
と
い
う
、
正
し
い
啓
示
認
識
に
対
応
し
た
秩
序
が
逆
転
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
生
ず
る
、
い
わ
ば
主
観
的
な
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

現
象を
意
味
し
て
い
る
。

　
一
方
で
有
賀
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
を
解
釈
学
的
・
神
学
的
方
法
と
し
て
構
想
し
、
神
学
史
の
す
べ
て
の
時
代
に
お
い
て
展
開
し
た
思
惟

の

根底
に
横
た
わ
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
が
、
他
方
で
バ
ル
ト
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
を
特
定
の
神
学
的
－
解
釈
学
的
原
則
を

開
示
す
る
箇
所
と
し
て
理
解
せ
ず
に
、
と
り
わ
け
神
の
「
自
己
啓
示
」
に
基
づ
く
啓
示
認
識
の
対
象
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
ハ
ヤ
ト
ロ

ギ
ア
は
ま
ず
、
ヘ
ブ
ラ
イ
的
思
考
を
真
正
に
決
定
づ
け
る
解
釈
学
的
・
神
学
的
方
法
を
意
味
し
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
の
解
釈
学
的
・
神

学
的方
法
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
具
体
性
と
特
殊
性
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
普
遍
的
な
妥
当
性
と
普
遍
的
な
合
理
性
へ
の
傾
向
を
所
持
す
る
こ
と

にな
る
に
し
て
も
。

　
本節
の
結
び
と
し
て
さ
ら
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
が
意
味
し
て
い
る

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



八
四

事柄
は
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
、
有
賀
が
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
の
下
に
理
解
し
て
い
る
事
柄
と
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
相
違
は
、
こ
の
両
者
の
思
想
家
の
相
互
に
異
な
る
基
本
的
前
提
、
つ
ま
り
一
方
が
契
約
史
（
バ
ル
ト
）
に
、
他
方
が
神
学
的
－
存
在
論

的関
心
（
有
賀
）
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
事
実
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
有
賀
に
お
い
て
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
が
ギ

リ
シ
ャ
的
存
在
論
と
の
対
照
物
と
し
て
主
題
化
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
へ
の
関
心
は
、
方
法
論
的
・
解
釈
学
的
に

受け
取
ら
れ
て
い
る
。

　三
、
契
約
史
を
基
礎
と
し
た
神
学
構
想
（
バ
ル
ト
）
と
、
ユ
ダ
ヤ
教
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
へ

　
　
　
の

変
質を
基
礎
と
し
た
神
学
構
想
（
有
賀
）
と
の
相
違

（1
）
契
約
概
念
の
内
部
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
、
あ
る
い
は
契
約
概
念
の
外
部
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四

　す
で
に
考
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
有
賀
に
お
い
て
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
動
詞
“
冨
巻
プ
は
、
た
だ
た
ん
に
神
学
的
の
み

な
ら
ず
、
哲
学
・
思
想
的
（
ξ
同
ω
ω
Φ
】
P
ω
O
げ
O
津
嵩
O
げ
）
に
も
、
注
目
す
べ
き
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
役
割
は
神
学
史
の
展
開
の
中
で
、
ユ

ダ
ヤ
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
一
貫
し
た
解
釈
学
的
な
妥
当
性
を
付
与
し
て
い
る
。
し
が
た
っ
て
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
」

は
「
神
学
的
解
釈
学
」
と
の
連
関
で
構
想
さ
れ
て
い
る
。
有
賀
は
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
」
を
「
神
学
的
－
解
釈
学
的
」
方
法
と
し
て
特
徴
づ
け

提
唱し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
有
賀
に
お
い
て
は
契
約
の
概
念
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
理
解
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
そ
の
も
の
を

生
み出
す
も
の
と
し
て
で
は
な
く
1
両
者
の
結
び
つ
き
は
、
カ
ハ
ル
ー
エ
ク
レ
シ
ア
構
造
の
理
解
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
ー
、
逆

に
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
有
す
る
歴
史
的
・
社
会
的
形
成
の
デ
ュ
ナ
ミ
ス
に
よ
っ
て
契
約
と
選
び
が
イ
ス
ラ
エ
ル
史
の
中
で
現
実
化
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
お
り

と
見
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
方
法
論
的
－
神
学
的
－
解
釈
学
的
問
い
は
、
契
約
の
歴
史
の
内
部
で
純
粋
に
神
学
的
に
は
立
て
ら
れ
て
い
な



いよ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
を
通
じ
て
、
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
の
援
助
を
受
け
入
れ
て
は
じ
め
て
生
み
出
さ
れ
る

ハヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
に
注
目
し
て
み
る
と
、
有
賀
に
お
い
て
も
契
約
の
概
念
が
相
対
的
に
、
し
か
し
本
質
的
に
、
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ

ア
の
形
成
の
中
で
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

　こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
は
本
質
的
に
は
一
貫
し
て
契
約
の
概
念
の
内
部
で
受
領
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
バ
ル
ト
の
下
で
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
に
含
意
さ
れ
て
い
る
現
実
性
理
解
は
、
旧
約
時
代
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
聖
書
箇
所
が
神
学
的
－
解
釈
学
的
方
法
の
た
め
の
基
礎
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
バ
ル
ト
は
、

そ
の
最
終
講
義
（
一
九
六
二
年
）
に
お
い
て
比
較
的
詳
細
に
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
に
言
及
し
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
に
与

え
た
性
格
づ
け
・
諸
規
定
の
中
に
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
妥
当
性
は
旧
約
時
代
に
限
定
さ
れ
る
、
と

いう
自
ら
の
最
終
的
な
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
理
解
を
提
示
し
て
い
る
。
一
方
で
バ
ル
ト
は
そ
の
初
期
の
講
義
か
ら
出
エ
ジ
プ
ト
三
・

一
四

以
下
に

特
別
の

注
意を
払
い
な
が
ら
も
、
こ
の
聖
書
箇
所
を
何
ら
図
式
的
に
理
解
し
た
り
、
方
法
論
の
原
則
を
提
示
す
る
も
の
と
し

て
は
解
釈
し
て
い
な
い
。
他
方
で
有
賀
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
の
う
ち
に
西
方
の
神
学
史
と
東
方
の
神
学
史
の
理
解
の
た
め
の
鍵

が
最も
事
態
に
即
し
て
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
有賀
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
論
理
の
中
断
」
、
つ
ま
り
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
そ
の
も
の
の
「
中
断
」
は
、
初
代
教

会
の

プネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
的
経
験
に
よ
っ
て
の
み
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
新
し
い
形
態
、
つ
ま
り
「
ハ
ヤ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

オ
ント
ロ
ギ
ア
」
と
い
う
形
態
に
お
い
て
再
生
さ
れ
得
る
。
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
無
化
さ
れ
た
、
旧
約
聖
書
的
・
ユ
ダ
ヤ
教
的
・
「
旧
き
」

論
理
の

再
生
の

根
拠は
、
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
に
あ
る
。
有
賀
と
バ
ル
ト
、
こ
の
二
人
の
神
学
者
に
と
っ
て
共
通
し
て
い
る
の
は
、
出
エ

ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
、
詳
細
に
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
の
う
ち
に
含
意
さ
れ
て
い
る
現
実
性
認
識
は
、
た
だ
旧
約
聖
書
時
代
の

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



八
六

内
部
で
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
一
方
で
有
賀
に
お
い
て
は
、
上
に
お
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
「
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
」
が
、

無化
さ
れ
た
論
理
と
し
て
の
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
」
を
、
「
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
」
と
の
結
合
を
通
じ
て
「
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
」
の
形
態
を
と
っ

て

生き
、
働
か
し
め
ら
れ
る
が
、
他
方
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
契
約
史
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
命
題
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、

旧
約
聖
書
時
代
の
現
実
性
理
解
が
喪
失
せ
し
め
ら
れ
た
後
に
お
い
て
も
さ
ら
に
妥
当
性
を
有
す
る
、
と
い
う
事
実
の
根
拠
を
中
に
含
ん
で

い
る
。
バ
ル
ト
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
新
約
聖
書
時
代
に
お
い
て
も
さ
ら
に
妥
当
性
を
有
す
る
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ

ン
は
、
こ
の
出
エ
ジ
プ
ト
三
二
四
の
命
題
が
三
位
一
体
論
と
選
び
の
教
説
へ
教
義
学
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
事
実
の
中
に
読
み
取

　
ま
りれる
。　こ

の
よ
う
な
根
拠
か
ら
、
バ
ル
ト
の
啓
示
中
心
的
な
神
学
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
の
う
ち
に
神
学
的
思
考
の
原
型
が
表
出
さ

れ
て

い
る
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
と
直
接
、
積
極
的
に
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
解
釈
に
は
、
他
の
よ
り
重
要
な
モ
メ
ン
ト
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
一
方
で
、

契
約
史的
に
刻
印
さ
れ
た
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
が
、
純
粋
に
存
在
論
的
に
規
定
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
的
思
惟

と
比
較
す
る
と
、
た
だ
旧
約
聖
書
的
な
思
惟
に
固
有
な
、
力
動
的
な
モ
メ
ン
ト
を
特
徴
づ
け
て
い
る
事
実
に
対
し
て
、
神
学
的
な
優
位
性

を
所
持
し
て
い
る
こ
と
、
他
方
で
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
が
三
位
一
体
論
や
選

び
の

教説
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
啓
示
を
開
示
し
実
証
す
る
場
・
空
間
を
思
惟
す
る
命
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ

し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
は
、
神
の
言
葉
と
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ

た

場
の

「
合
理化
」
の
表
出
の
結
果
を
意
味
し
て
い
る
。

（2
）
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
か
ら
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
へ
の
ユ
ダ
ヤ
教
的
・
原
始
キ
リ
ス
ト
教
的
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
の
変
質
に
面
し
て
の
出
エ
ジ



　
プ
ト
三
・
一
四
以
下
ー
ユ
ダ
ヤ
教
的
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
の
徹
底
化
に
よ
る
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
」
の
中
断
、
お
よ
び
「
オ
ン
ト
ロ
ギ

　ア
」
の
助
力
を
得
た
、
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
の
影
響
下
で
の
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
し
て
の
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
再
生

　　
一
方
で
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
契
約
の
概
念
が
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
の
妥
当
性
を
制
約
し
、
し
か
も
そ
の
妥
当
性
は
旧
約
聖
書
時

　代
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
有
賀
に
お
い
て
も
、
神
学
史
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
方
法
論
的
・
解
釈
学
的
妥
当
性
は
、

　
新約
時
代
へ
と
断
絶
す
る
こ
と
な
く
拡
張
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
教
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
が
支
配
す
る
旧
約
聖
書
時
代

　
に

限定
さ
れ
て
い
る
。
有
賀
で
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、
こ
の
ユ
ダ
ヤ
教
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
の
中
断
に
よ
っ
て
妥
当
性
を
喪
失
す
る

　が
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
の
助
力
に
よ
っ
て
再
生
す
る
。
し
か
し
こ
の
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
再
生
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ

　ア
と
し
て
で
は
な
く
、
す
な
わ
ち
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
そ
れ
自
体
と
し
て
で
は
な
く
、
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
し
て
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト

　
教
時代
に
と
っ
て
解
釈
学
的
妥
当
性
を
有
す
る
論
理
と
し
て
再
生
す
る
の
で
あ
る
。
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、
聖
霊
論
的
な
経
験
（
プ
ネ
ウ
マ

　ト
ロ
ギ
ア
）
の
下
に
、
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
の
結
合
を
通
し
て
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
へ
と
変
質
す
る
。
こ
の
際
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
有

　賀
に
お
い
て
は
ユ
ダ
ヤ
教
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
が
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
ハ
ヤ
・
オ
ン

，
ト
ロ
ギ
ア
へ
の
変
質
と
そ
の
再
生
を
可
能
な
ら
し
め
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
新
し
い
契
約
が
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
が
そ
れ
ま
で

効力
を
有
し
て
い
た
妥
当
性
を
無
化
し
、
黙
示
一
・
八
が
ー
こ
の
黙
示
一
・
八
に
お
い
て
将
来
（
N
爵
§
h
け
）
な
る
も
の
が
、
新
約
聖
書

時代
の
新
し
い
時
間
理
解
と
し
て
見
出
さ
れ
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
1
新
し
い
契
約
に
対
応
し
、
将
来
の
次
元
に
向
け
ら
れ
た
時
間
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

解
を
保
証
す
る
聖
書
箇
所
と
し
て
承
認
さ
れ
受
領
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
神
の
支
配
の
客
観
的
傾

向
が
救
済
史
と
し
て
現
れ
、
こ
の
救
済
史
は
契
約
の
概
念
と
本
質
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
ー
し
た
が
っ
て
バ
ル
ト
に
お
い

　
て
は
契
約
史
と
い
う
も
の
が
問
題
の
中
心
に
位
置
す
る
ー
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
有
賀
に
お
い
て
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
に
そ
の
歴
史
的
・

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



八
八

社
会
的
形
成
の
デ
ュ
ナ
ミ
ス
を
認
め
、
そ
の
カ
ハ
ル
ー
エ
ク
レ
シ
ア
構
造
に
お
い
て
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と
契
約
や
選
び
が
不
可
分
的
に
結
び

つ
い
て

いる
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、
主
に
学
問
的
関
心
か
ら
神
学
的
・
解
釈
学
的
方
法
と
し
て
、
し

かも
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
」
－
「
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
」
と
い
う
対
照
の
中
で
構
想
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ま
ず
二
世
紀
の
弁
証
論

者
に
お
い
て
は
じ
め
て
エ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
に
展
開
し
た
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
、
そ
し
て
ま
た
四
世
紀
に
成
立
す
る
キ
リ
ス
ト
教
教
義
が
、

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
的
（
聖
霊
論
的
）
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
、
合
理
的
な
（
鑓
鉱
o
昌
巴
）
表
出
と
し
て
、
ま
た
啓
示
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

自
己
解
釈
と
し
て
受
領
さ
れ
る
、
と
い
う
関
心
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
換
言
す
る
な
ら
ば
、
有
賀
が
神
学
（
史
）
的
・
解
釈
学
的
構
想
と
し
て
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
」
－
「
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
」
を
構
想
し
た

学問
的
関
心
は
、
「
基
督
教
的
体
験
の
歴
史
を
謂
わ
ば
内
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
る
に
し
て
も
、
A
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー

やM
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
な
、
合
理
性
と
宗
教
性
の
対
照
、
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
の
対
照
に
あ
る
と
い

え
よ
う
。
有
賀
に
お
い
て
は
、
如
何
に
し
て
、
宗
教
的
現
実
性
と
そ
の
経
験
が
、
こ
の
現
実
性
や
経
験
の
量
的
な
変
容
（
冒
o
島
h
障
9
口
o
昌
）

と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
宗
教
的
現
実
性
と
そ
の
経
験
そ
の
も
の
の
合
理
的
な
自
己
顕
在
化
お
よ
び
自
己
理
解
と
し
て
合
理
化
さ
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　そ
の
教
義
学
的
体
系
を
ふ
り
返
る
と
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
神
学
的
理
性
は
当
初
か
ら
神
学
的
に
、
言
述
的
・
合
理
的
に
規
定
さ
れ
て

おり
、
そ
れ
故
に
、
啓
蒙
主
義
的
な
合
理
性
か
ら
神
学
的
合
理
性
へ
の
質
的
な
変
化
と
い
う
も
の
は
、
エ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
に
も
イ
ン
プ

リ
シ
ッ
ト
に
も
、
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
神
学
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
論
じ
た
そ
の
方
法
論
書
に
お
い
て
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
例
外
は
あ

る
が
、
そ
の
神
学
的
・
教
義
学
的
叙
述
の
中
で
は
主
題
化
さ
れ
て
い
な
い
。
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
近
代
的
合
理
性
か
ら
神
学
的
合
理
性

へ
の
こ
の
よ
う
な
変
質
は
、
わ
ず
か
に
し
か
主
題
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
バ
ル
ト
に
お
い
て
ミ
ス
テ
ィ
ー



ク
の
問
題
が
積
極
的
に
言
及
・
主
題
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
た
ん
な
る
（
人
間
的
）
理
性
の

う
ち
に
は
、
中
立
的
な
理
性
か
ら
教
義
学
的
に
性
格
づ
け
ら
れ
た
理
性
、
つ
ま
り
教
義
学
の
テ
ー
マ
内
容
に
実
質
的
に
係
わ
る
可
能
性
を

合
法
化さ
れ
た
理
性
へ
と
事
後
的
に
変
質
す
る
こ
と
の
可
能
性
が
、
潜
在
的
に
、
ま
た
積
極
的
に
含
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
に
し
て
も
、
こ
の
（
人
間
的
）
理
性
が
、
哲
学
や
純
粋
に
理
性
的
な
哲
学
的
概
念
に
、
思
考
の
内
容
に
実
在
的
に
係
わ
っ
て
く
る
よ
う

な
実
質
的
な
可
能
性
は
考
え
ら
れ
て
い
ず
、
こ
の
理
性
に
は
、
啓
示
の
現
実
性
を
表
す
た
め
の
形
式
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
提
供
す
る
、
た

ん
に
ノ
ミ
ナ
ー
ル
な
可
能
性
と
機
能
が
付
与
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
バ
ル
ト
に
お
け
る
哲
学
と
神
学
の
対
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

は
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
に
で
は
な
く
、
哲
学
と
そ
の
概
念
は
静
的
で
ノ
ミ
ナ
ー
ル
な
性
格
を
担
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
有
賀
の
ハ
ヤ
ト

ロギ
ア
は
こ
れ
と
異
な
り
、
宗
教
性
あ
る
い
は
啓
示
と
合
理
性
あ
る
い
は
理
性
と
の
対
照
へ
の
関
心
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
学
問
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
教
義
が
神
学
的
合
法
性
を
持
つ
こ
と
を
前
提
に
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
に
お
い
て
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
が
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
と
の
出
会
い
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
）
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
そ
の
も
の
（
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
）
の
う
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

の

帰結
と
し
て
生
起
す
る
こ
と
が
、
実
質
的
な
必
然
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
主
題
化
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
バ
ル
ト
の
神
学
の
構

想を
、
有
賀
の
用
語
を
用
い
て
説
明
し
、
バ
ル
ト
の
神
学
の
構
想
と
有
賀
の
そ
れ
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
な
ら
ば
、

以
下
のよ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
神
学
的
思
考
と
啓
示
認
識
の
う
ち
に
は
、
聖
霊
体
験
と
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
と
が
初

め
か
ら
前
提
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
有
賀
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
た
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
、
こ

の

二
つ
の

論
理
の

接
触
や摩
擦
の
事
態
は
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
注
視
さ
れ
得
な
い
。
そ
れ
故
に
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
上
記
の
よ
う

に
、
有
賀
に
よ
れ
ば
こ
の
二
つ
の
論
理
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
の
接
触
と
摩
擦
に
お
い
て
は
じ
め
て
積
極
的
に
主
題
化
さ
れ

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



九
〇

注視
さ
れ
る
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
が
、
顕
在
化
さ
れ
た
り
積
極
的
に
テ
ー
マ
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
バ
ル
ト
が

ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
を
宗
教
的
意
識
の
一
般
的
非
合
理
的
宗
教
性
へ
の
主
観
的
な
沈
降
と
捉
え
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。

結語
u
と
り
わ
け
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
中
に
含
意
さ
れ
た
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
妥
当
性
に
関
し
て
生
ず
る
、
二
つ
の
解
釈
（
バ

ルト
と
有
賀
）
の
相
違
の
根
拠
は
、
ど
の
よ
う
な
前
提
の
下
に
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
が
受
け
取
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の
中

にあ
る
。
一
方
で
有
賀
に
お
い
て
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
は
、
啓
示
と
理
性
の
間
の
、
神
学
的
解
釈
学
と
い
う
、
も
っ
ぱ
ら
方
法
意

識
に
発
す
る
認
識
論
的
に
規
定
さ
れ
た
関
係
を
神
学
的
な
前
提
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
「
存
在
」
の
次
元
に
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

す
る
契
約
の
歴
史
を
教
義
学
的
に
前
提
し
、
こ
の
前
提
の
下
に
受
け
取
ら
れ
構
想
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
　
有
賀
と
バ
ル
ト
の
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
理
解
に
お
け
る
共
通
点

　
有賀
と
バ
ル
ト
の
両
者
は
と
も
に
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
に
特
別
な
意
味
を
付
与
し
、
こ
の
聖
書
箇
所
に
特
別
な
注
意
を
払
っ

て

い
る
。
一
方
に
お
い
て
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
は
有
賀
に
よ
っ
て
は
方
法
論
的
に
、
つ
ま
り
神
学
的
・
解
釈
学
的
に
解
釈
さ
れ
、
他
方

バ
ルト
に
お
い
て
は
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
純
粋
に
神
学
的
に
、
と
り
わ
け
契
約
の
歴
史
の
観
点
か
ら
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ン
・
ラ
ー

ト
が
そ
の
旧
約
聖
書
神
学
の
中
で
表
明
し
た
よ
う
に
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
箇
所
と
そ
こ
に
現
れ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
動
詞
“
冨
冒
げ
”
を

純粋
に
ギ
リ
シ
ャ
的
に
、
つ
ま
り
実
体
抽
出
を
志
向
す
る
存
在
論
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
す
る
解
釈
に
対
し
て
は
、
両
者
は
明
白
に
拒
否

し
て
い
る
。
G
・
v
・
ラ
ー
ト
、
W
・
ツ
ィ
ン
メ
リ
、
C
・
H
・
ラ
ッ
チ
ョ
ウ
、
T
・
ボ
ー
マ
ン
、
R
・
虎
・
ヴ
ォ
ー
、
R
・
バ
ル
テ
ム

ス等
々
に
よ
っ
て
、
神
学
的
に
、
宗
教
哲
学
的
に
、
宗
教
史
的
に
、
言
語
分
析
的
に
、
事
態
に
即
し
て
ま
た
正
当
に
解
釈
・
表
明
さ
れ
て



き
た
よ
う
な
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
に
お
け
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
動
詞
“
げ
亀
国
ゲ
の
抽
象
的
な
、
存
在
論
的
な
、
実
体
抽
出
論
的
な
解
釈
に

対
す
る
少
な
か
ら
ず
の
警
告
を
、
有
賀
も
バ
ル
ト
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
事
態
に
即
し
て
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
神
学
体
系
を
背
景
に
置
き

な
が
ら
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　有
賀
に
お
い
て
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
は
あ
る
一
定
の
観
点
の
下
に
、
上
記
の
よ
う
に
神
学
史
を
視
野
に
入
れ
て
用
い
ら
れ
、

ま
た
上
記
の
よ
う
に
神
学
史
に
適
用
さ
れ
、
解
釈
学
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
証
さ
れ
性
格
づ
け
ら
れ
た
。
有
賀
の
解
釈
と
比
較
す
る

な
ら
ば
、
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
は
一
つ
の
方
法
論
的
に
一
貫
し
た
形
で
解
釈
学
的
に
規
定
さ
れ
た
パ
ー
ス
ペ

ク
テ
ィ
ヴ
を
設
定
し
て
も
、
僅
か
な
も
の
し
か
わ
れ
わ
れ
は
獲
得
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
バ
ル
ト
が
一
貫
し
て
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四

以
下と
そ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
動
詞
“
げ
p
冨
プ
の
一
人
称
未
完
了
形
に
様
々
な
解
釈
を
加
え
た
こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
バ
ル
ト

の出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
理
解
を
何
ら
か
の
一
定
の
教
義
学
的
・
神
学
的
に
規
定
さ
れ
た
統
一
的
観
点
か
ら
固
定
化
す
る
こ
と
は
、
°

事
態
に

即し
て
お
ら
ず
、
適
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
聖
書
箇
所
が
有
し
て
い
る
啓
示
中
心
的
な
、
力
動
的
な
性
格
は
、
こ
の
二
人

の神
学
者
の
神
学
的
な
思
考
の
根
底
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

第
五
章
　
有
賀
と
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
へ
の
問
い
か
け
の
意
味

　A
・
リ
ッ
チ
ュ
ル
の
形
而
上
学
批
判
に
影
響
さ
れ
て
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
や
ロ
ー
フ
ス
に
お
い
て
否
認
さ
れ
た
三
位
一
体
論
教
義
は
、
有
賀

に

お
い

て
そ
の
学
問
構
想
1
そ
れ
は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
、
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
、
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
の
相
互
関
係
か
ら
成
る
ー
か

ら
見
て
、
内
容
的
に
、
ま
た
歴
史
的
に
も
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
有
賀

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



九
二

　
　は
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
お
よ
び
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
に
お
い
て
、
三
位
一
体
論
の
形
成
へ
の
合
法
的
着
手
を
見
て
い
る
。
バ
ル
ト
が
そ
う

　
　
であ
っ
た
よ
う
に
神
学
的
思
考
の
端
緒
か
ら
三
位
一
体
論
に
制
約
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
し
に
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
お
よ
び
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア

　
　と
結
び
つ
い
た
論
理
は
、
神
学
史
全
体
に
対
す
る
解
釈
学
的
な
方
法
と
し
て
、
有
意
義
な
本
質
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
　
　
バ
ルト
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
を
そ
の
初
期
の
著
作
か
ら
最
晩
年
の
神
学
的
活
動
か
ら
な
る
著
作
に
至
る
ま
で
、
聖
書
テ
キ
ス

、
　
ト
に
お
け
る
特
別
な
箇
所
と
し
て
は
っ
き
り
と
目
に
と
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
バ
ル
ト
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
二
四
以
下
を
、
出
エ

　
　ジ
プ
ト
三
二
四
や
“
鍔
冨
デ
が
方
法
論
的
・
解
釈
学
的
原
則
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
図
式
主
義
を
も
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
か
ら
は
距

　
　離
を
取
っ
て
い
る
。
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
に
対
す
る
バ
ル
ト
の
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
姿
勢
は
、
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
に
も
、
バ
ル
ト
が
そ

　
　
の神
学
的
・
教
義
学
的
思
考
の
際
に
示
し
た
、
と
り
わ
け
三
位
一
体
論
の
基
礎
づ
け
や
選
び
の
教
説
の
際
に
示
し
た
、
通
俗
性
と
恣
意
性

　
　を
持
っ
た
い
か
な
る
妥
協
と
い
う
も
の
も
回
避
す
る
排
他
性
、
徹
底
性
、
さ
ら
に
集
中
性
（
E
・
ユ
ン
ゲ
ル
）
を
内
包
す
る
バ
ル
ト
の
神

　
　
学的
・
組
織
的
・
教
義
学
的
な
性
格
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
バ
ル
ト
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
注
目
に
値
す
る
教
義
学
的
思
想
に

　
　
お

い
て

見ら
れ
る
稀
有
な
排
他
性
、
徹
底
性
、
ま
た
集
中
性
を
も
っ
て
受
領
さ
れ
た
三
位
一
体
論
は
、
啓
示
の
主
体
は
何
か
と
い
う
問
い

　
　
に

対
す
る
答
え
を
意
味
し
て
い
る
。
啓
示
の
主
体
へ
の
問
い
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
集
中
は
、
バ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
に
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・

　
　

一
四
以
下
のよ
う
な
、
バ
ル
ト
に
と
り
相
対
的
と
思
わ
れ
る
テ
ー
マ
を
ま
さ
に
相
対
化
さ
せ
、
一
方
で
こ
の
聖
書
箇
所
の
妥
当
性
を
旧
約

　
　
時代
に
限
定
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
新
約
時
代
の
テ
ー
マ
に
も
妥
当
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
相
対
化
を
教
義
学
的

　
　な
方
法
論
の
首
尾
一
貫
性
の
欠
如
と
見
る
の
は
事
態
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
バ
ルト
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
を
厳
密
に
教
義
学
的
な
姿
勢
の
枠
の
内
部
で
、
形
式
的
に
で
は
な
く
柔
軟
に
解
釈
す
る
。
こ
の

　
　よ
う
な
柔
軟
性
を
許
容
し
可
能
と
す
る
神
学
的
・
教
義
学
的
諸
前
提
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
と
神
と
の
契
約
や
三
位
一
体
論
は
属
し
て
い



◆

る
。
バ
ル
ト
が
出
エ
ジ
プ
ト
三
．
一
四
以
下
に
時
間
支
配
へ
の
救
済
史
的
な
限
界
を
付
与
し
た
の
は
契
約
の
概
念
で
あ
る
。
啓
示
の
現
実

性
に
お
い
て
は
、
ま
ず
啓
示
や
神
の
開
示
（
国
跨
自
§
F
o
q
）
そ
の
も
の
と
い
う
よ
う
な
積
極
的
な
も
の
が
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
先
行
す
る

基
礎を
根
拠
に
後
続
し
て
神
の
隠
蔽
（
＜
Φ
臥
5
，
印
巨
σ
q
）
が
正
し
く
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
啓
示
の
現
実
性
の
内
部
に
、
バ

ルト
の
合
理
的
な
思
惟
が
効
果
を
現
す
。
こ
の
よ
う
な
合
理
的
傾
向
を
示
す
良
い
例
は
、
バ
ル
ト
が
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
を
三
位

一
体論
と
の
関
連
の
中
へ
組
み
入
れ
統
合
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
バ
ル
ト
は
、
”
H
o
げ
ぼ
員
儀
Φ
ユ
。
び
ぼ
炉
に
お
け
る
主
文
“
H
9

びぎ
”
を
経
給
的
三
位
一
体
論
に
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
神
の
自
己
啓
示
そ
の
も
の
を
意
味
す

る
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
の
啓
示
中
心
的
な
命
題
は
、
教
義
学
的
思
考
の
合
理
的
性
格
に
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
バ
ルト
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
（
冨
同
9
。
げ
）
を
、
ギ
リ
シ
ャ
的
・
存
在
論
的
・
実
体
論
的
思
惟
に
対
し
、
そ
れ
ほ
ど
エ
ク
ス
プ
リ

シ
ッ
ト
に
対
決
さ
せ
て
は
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
は
神
の
自
己
啓
示
を
意
味
し
、
こ
の
自
己
啓
示
の
内
部
で
は
、

こ
の
聖
書
箇
所
に
対
す
る
存
在
論
的
・
価
値
中
立
的
な
設
問
は
相
対
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
バ
ル
ト
に
お
い
て
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四

以
下は
、
さ
ら
に
、
バ
ル
ト
の
教
義
学
的
思
惟
と
そ
の
事
態
即
応
性
が
検
証
さ
れ
る
多
く
の
例
の
中
の
一
つ
の
例
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト
を

意味
し
て
お
り
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
そ
れ
自
体
は
、
と
り
わ
け
契
約
の
歴
史
と
い
う
教
義
学
的
に
主
導
的
な
テ
ー
マ
の
下
に
、
様
々
な
仕
方

で
、
解
釈
さ
れ
検
証
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　　
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
山
弓
㍉
昌
こ
o
ロ
ヨ
巴
o
h
守
帥
轟
犀
圃
O
訂
凶
ω
け
冨
昌
q
巳
く
興
忽
蔓
b
O
8
℃

（1
）
　
本
稿
は
拙
論
、
↓
o
目
好
m
ω
口
国
鋳
Φ
α
q
5
。
≦
o
冒
O
O
①
］
噂
国
〆
ω
”
謀
h
　
　
　
　
戸
目
ω
－
ω
9
を
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
邦
訳
の
作
成
に
際
し
て
一
部

　
げ
Φ
博
日
貯
団
α
q
四
q
巳
内
゜
切
胃
臣
゜
N
g
o
o
け
Φ
目
冨
ロ
α
q
＜
o
口
国
×
°
ρ
H
傘
　
　
　
　
補
足
と
変
更
を
加
え
た
。
な
お
本
稿
に
は
筆
者
の
下
記
の
論
文
が
前

　
貯
α
Φ
『
昏
①
9
0
α
q
凶
ω
o
ゴ
Φ
昌
ω
矯
ω
件
①
ヨ
山
賦
〆
げ
o
同
月
゜
≧
蒔
飴
門
5
α
囚
゜
　
　
　
　
提
と
さ
れ
て
い
る
。

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



九
四

　↓
°
囚
9
。
犀
①
α
q
餌
≦
口
［
H
O
㊤
己
層
N
負
H
9
Φ
弼
「
o
け
讐
同
o
昌
く
o
昌
国
区
゜
。
。
噂
　
　
　
　
0
冨
同
ω
鼠
四
P
O
巳
δ
α
q
ρ
＜
o
ド
艀
℃
膨
゜
。
O
よ
゜
。
°
有
賀
の
出
エ
ジ
プ
ト
三
・

置
h
げ
9
囚
餌
二
b
d
”
酵
・
貯
α
雪
、
．
囚
凶
岩
臣
o
げ
雪
U
o
讐
山
け
貯
．
．
巨
α
　
　
　
　
一
四
以
下
理
解
に
つ
い
て
は
、
そ
の
学
問
構
想
で
あ
る
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ

ωΦ
凶

口
①
昌
ω
ロ
聾
Φ
奉
昌
閤
Φ
蒔
Φ
口
し
P
”
日
o
自
昌
巴
o
h
守
費
p
。
匹
O
訂
♂
菖
田
昌
　
　
　
　
ア
を
視
野
に
据
え
て
彼
の
学
問
構
想
の
全
体
の
解
明
を
試
み
た

d艮く
Φ
邑
蔓
”
＜
o
ド
ω
H
も
゜
H
幽
b
。
益
臼
ω
゜
ロ
O
り
゜
。
＼
巴
℃
N
嘆
ご
け
Φ
壱
話
・
　
　
　
　
（
H
O
O
°
。
＼
げ
）
。
バ
ル
ト
の
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
理
解
に
関
し
て

冨
試
o
ロ
く
o
口
国
×
°
ρ
辰
貼
゜
び
①
凶
B
坤
欝
Φ
口
国
9
。
巳
ゆ
胃
夢
－
冒
ω
①
冒
Φ
口
　
　
　
　
は
、
教
会
教
義
学
（
以
下
国
U
と
記
す
）
以
前
と
そ
れ
を
含
め
た
以

d
暮
Φ
ユ
o
げ
甑
け
日
巳
⑦
戸
く
o
旨
鋤
o
q
o
P
＜
〇
二
Φ
ω
§
o
q
Φ
昌
賃
゜
P
貯
ロ
雪
　
　
　
　
後
の
時
期
に
分
け
て
考
察
し
た
（
H
8
8
H
㊤
㊤
。
。
＼
p
。
）
。
ま
た
“
冨
旨
7

＜
o
学
国
U
・
N
Φ
一
鉱
員
H
o
¢
ヨ
巴
o
h
守
母
僧
匡
O
冨
韓
壁
づ
q
巳
く
Φ
邑
け
ざ
　
　
　
　
と
い
う
テ
ル
ミ
ヌ
ス
に
つ
い
て
文
献
学
的
・
宗
教
哲
学
的
分
析
を
初

く
o
ピ
ω
b
。
”
や
H
山
押
ユ
興
ω
゜
［
H
＄
。
。
＼
げ
］
讐
．
．
国
餌
冨
昏
9
0
0
q
冨
、
、
巴
ω
島
o
　
　
　
　
め
て
お
こ
な
っ
た
C
・
R
・
ラ
ッ
チ
ョ
ウ
の
著
作
の
分
析
を
試
み

惹
ω
器
ロ
ω
o
ゴ
9
。
h
鴎
o
げ
Φ
囚
o
口
N
①
呂
o
口
目
①
房
昇
胃
o
≧
凶
α
q
霧
゜
N
日
目
　
　
　
　
（
同
O
O
°
。
＼
o
）
、
現
代
の
旧
約
神
学
の
代
表
例
（
9
く
゜
幻
鋤
9
零
畳
N
巨
・

牢
o
已
Φ
日
山
霞
匿
8
唇
お
富
菖
o
づ
く
8
国
×
°
ρ
　
H
腿
h
　
巴
ω
　
　
　
　
日
巴
団
”
零
゜
国
゜
ω
o
巨
曾
即
切
費
け
臨
8
口
ω
な
ど
）
に
お
け
る
出
工

些
Φ
〇
一
〇
σ
q
尻
o
げ
ぎ
臼
ヨ
o
昌
窪
け
冨
o
げ
Φ
　
ζ
o
些
o
住
o
　
讐
鴎
　
α
δ
　
　
　
　
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
に
つ
い
て
の
見
解
を
整
理
し
た
（
H
㊤
O
り
）
。

目
げ
Φ
巳
o
ひ
Q
δ
α
Q
Φ
ω
o
匡
o
耳
ρ
楠
罠
臼
o
ロ
ヨ
巴
o
h
O
訂
誌
寓
四
ロ
ω
葺
臼
①
ρ
　
　
　
　
　
な
お
本
稿
に
お
け
る
K
・
バ
ル
ト
解
釈
に
関
し
て
は
以
下
の
拙
論

く
o
口
゜
°
”
ロ
』
H
－
謡
噛
α
Φ
巴
ω
゜
［
H
O
O
°
。
＼
o
ド
N
霞
H
韓
Φ
日
H
再
醇
一
8
＜
8
　
　
　
　
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

団〆
。
。
”
H
傘
貯
匹
興
α
q
o
σ
q
⑦
昌
≦
餌
匿
σ
q
窪
幻
9
ひ
q
δ
づ
呂
げ
凶
ざ
ω
8
眠
Φ
－
　
　
　
　
　
掛
川
富
康
「
神
言
表
の
可
能
性
と
そ
の
〈
言
述
的
〉
「
合
理
化
」
の

b
d
Φ
ヨ
Φ
蒔
暮
o
q
讐
O
節
臣
国
臨
自
”
p
房
9
0
名
ω
〉
旨
巴
誘
①
尋
興
α
曽
ω
　
　
　
　
問
題
I
K
・
バ
ル
ト
ニ
四
年
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
『
綱
要
』
に
お
け
る

乏
o
は
ゴ
醸
昌
、
㍉
員
諺
＄
α
①
慧
o
臼
o
§
邑
o
h
匪
①
ぎ
ω
葺
9
①
o
暁
　
　
　
　
聖
書
解
釈
学
と
三
位
一
体
論
ー
⊥
『
基
督
教
学
研
究
』
第
十
一
号
、

匪
o
い
碧
ぴ
q
爵
ゆ
Q
①
o
巳
O
巳
言
お
”
守
9
轟
霞
O
冨
凶
ω
け
冨
口
O
巳
Φ
o
q
ρ
　
　
　
　
一
九
九
一
年
、
六
三
1
一
〇
七
頁
。
目
’
閑
爵
Φ
α
q
g
・
≦
僧
冒
8
0
］
℃
．
．
U
o
α
q
・

く
O
H
ω
》
O
°
①
ω
ー
o
o
時
o
旧
α
Φ
同
ω
’
［
H
O
O
O
］
憎
N
亘
同
H
昌
8
村
娼
H
Φ
け
四
口
O
昌
く
O
⇒
国
麟
゜
　
　
　
　
　
ヨ
餌
臨
評
二
口
島
国
①
§
Φ
口
Φ
償
謡
評
噸
噛
げ
臥
国
①
二
b
d
餌
円
臣
・
H
ヨ
切
｝
凶
O
開
P
9
隔

ω
り
　
H
昏
h
　
幽
昌
　
山
Φ
属
　
諺
胃
け
Φ
ω
け
口
8
①
昌
菖
博
O
げ
Φ
づ
　
］
り
げ
Φ
〇
一
〇
〇
q
圃
O
　
山
Φ
村
　
　
　
　
　
　
Ω
口
＃
圃
o
q
評
Φ
淳
目
α
乞
O
け
≦
⑦
昌
α
同
o
q
搾
Φ
器
山
同
Φ
ω
Φ
月
周
同
9
0
0
q
Φ
ω
け
⑦
＝
口
旨
o
Q
凶
昌

○
Φ
σ
q
①
　
≦
9
同
け
・
H
W
Φ
鐸
餌
O
げ
宕
5
α
q
匙
①
H
H
口
け
O
『
眉
噌
O
け
四
瓜
O
旨
Φ
昌
く
O
昌
国
×
齢
ω
”
　
　
　
　
　
　
α
Φ
『
　
≦
凶
ω
ω
Φ
口
ω
O
げ
O
津
ω
α
q
①
ω
O
げ
同
n
げ
汁
O
”
　
団
口
”
　
H
O
ロ
b
P
四
一
　
〇
h
　
H
げ
叫
H
曽
評
回

H
嶋
h
°
げ
Φ
凶
♂
＜
°
国
同
O
ゴ
「
O
α
け
り
○
°
く
゜
”
9
P
毒
゜
N
｛
馨
①
ユ
凶
噂
d
＜
齢
国
．
　
　
　
　
　
　
O
ゴ
ユ
ω
菖
9
づ
d
ゴ
一
く
Φ
「
ω
淳
ざ
く
〇
一
ω
野
や
H
ー
蔭
O
嚇
α
O
円
ω
゜
冨
O
O
b
o
］
℃
．
．
U
O
α
q
・

ω
O
ぎ
帥
α
け
自
冨
α
四
昌
α
Φ
村
Φ
ジ
帥
員
晒
．
ω
誉
や
O
ω
δ
域
旧
渉
O
餌
畠
O
ヨ
圃
O
旨
O
信
学
　
　
　
　
　
　
旨
帥
口
胃
ロ
ロ
α
国
O
馨
Φ
昌
Φ
ロ
菖
評
矯
噛
げ
O
団
国
曽
匹
b
d
四
「
昏
（
O
o
）
り
凶
員
H
O
償
巨
麟
一

昌
帥
一
〇
隔
夢
Φ
H
づ
ω
口
叶
口
叶
Φ
O
h
臣
O
］
い
四
昌
閃
ロ
O
o
q
Φ
鎚
旨
山
O
¢
胃
q
『
ρ
H
げ
P
『
簿
評
博
　
　
　
　
　
　
O
h
同
σ
四
評
ρ
評
団
O
冨
同
ω
鼠
β
◎
昌
一
q
巳
く
Φ
『
ω
凶
蔓
螂
く
〇
一
ω
9
0
°
α
刈
I
O
5
α
Φ
「
ω
゜



　　
［
b
。
O
O
蔭
］
“
U
凶
路
嘆
ω
貯
Φ
ω
U
Φ
5
搾
Φ
ロ
§
α
ω
Φ
ぎ
Φ
国
勉
件
凶
o
轟
目
叶
馨
・
N
霞
　
　
　
　
骨
格
と
し
た
設
問
は
、
伝
統
的
な
神
学
エ
ン
チ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
の
枠

　
　
H
暮
Φ
弓
お
訂
什
凶
o
昌
ロ
興
零
窪
ユ
巷
α
q
囚
゜
切
母
夢
ω
＜
o
口
住
霞
O
国
口
げ
興
　
　
　
　
組
み
、
こ
れ
と
の
批
判
的
対
話
と
い
う
性
格
が
強
い
。
こ
れ
と
は
対

　　
＆
Φ
O
U
N
ロ
α
①
口
囚
∪
ら
8
一
Φ
α
q
o
日
o
舜
　
巴
ω
．
、
島
路
霞
ω
貯
興
　
　
　
　
照
的
に
、
と
く
に
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
存
在
論
と
こ
れ
を
受
容
し
た

　　
幻
四
口
8
巴
団
ω
δ
毎
ロ
o
q
、
、
（
同
）
閣
貯
“
『
o
ぽ
ヨ
巴
o
h
冒
践
四
ド
博
O
訂
団
ω
菖
彗
　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
お
よ
び
こ
れ
以
降
の
出
エ
ジ
プ
ト
三
．
一
四
以

　
　
q
巳
く
興
ω
津
ざ
く
〇
一
ω
8
や
9
－
O
仰
α
Φ
屡
冒
8
α
］
℃
U
圃
ω
閃
實
ω
ぞ
Φ
ω
　
　
　
　
下
理
解
と
い
う
問
題
構
制
を
と
る
も
の
と
し
て
、
山
田
晶
『
在
り
て

　
　
∪
Φ
鼻
魯
琶
α
ω
①
冒
Φ
園
幾
o
冨
一
団
け
簿
・
N
霞
H
暮
Φ
6
お
＄
口
8
山
興
　
　
　
　
あ
る
も
の
』
創
文
社
、
一
九
八
〇
年
、
を
゜
b
d
Φ
δ
暑
巴
δ
゜
。
ロ
㊤
認
］
”

　
　
毒
Φ
巳
巨
σ
q
図
゜
切
胃
匪
ω
＜
8
α
霞
O
国
口
げ
興
島
Φ
O
U
N
q
α
①
昌
　
　
　
　
勺
訂
8
口
圃
ω
B
ロ
ω
q
口
α
H
住
Φ
巴
団
ω
ヨ
ロ
ρ
周
冨
昌
評
含
は
9
・
°
ζ
゜
が
あ
る
。
さ

　
　
自
－
勺
巨
Φ
。
q
。
導
Φ
§
巴
ω
．
盛
ω
ざ
邑
く
賃
幻
匿
8
巴
｛
ω
δ
疑
・
α
q
、
．
（
N
）
℃
　
　
ら
に
≧
鋤
貯
締
ζ
び
Φ
鑓
曾
国
巳
δ
窪
ヨ
し
d
讐
目
（
①
陸
竃
H
ρ

　
　
貯
こ
o
ロ
ヨ
巴
o
隔
守
田
冨
置
O
訂
圃
ω
菖
9
。
昌
d
艮
く
臼
ω
凶
蔓
噂
く
o
富
Q
。
”
娼
゜
H
㎝
l
　
　
　
　
　
H
り
゜
。
①
）
噂
O
色
鼠
ρ
鼠
o
Φ
ω
け
曾
H
耳
①
壱
お
鼠
鼠
o
昌
ω
甘
貯
①
ω
①
け
o
訂
Φ
戯
Φ
口
口
Φ
ω

　
　
劇
刈
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
、
国
×
o
住
Φ
ω
舶
H
餅
娼
四
艮
ω
．

（2
）
　
有
賀
の
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
理
解
に
つ
い
て
は
、
有
賀
の
　
　
　
（
3
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
゜
国
鴇
Φ
α
q
四
≦
曽
口
㊤
O
。
。
＼
げ
］
参
照
。

　
　
組
織
神
学
的
・
宗
教
哲
学
的
・
哲
学
史
的
論
孜
で
あ
る
『
キ
リ
ス
ト
　
　
　
（
4
）
　
有
賀
（
一
九
六
九
）
、
一
八
〇
頁
。

　
　
教
思
想
に
お
け
る
存
在
論
の
問
題
』
（
初
版
一
九
六
九
年
、
著
作
集
第
　
　
　
（
5
）
↓
°
丙
爵
Φ
ぴ
q
p
≦
9
［
H
8
°
。
＼
ぴ
］
』
ら
参
照
。

　　
四
巻
、
創
文
社
、
一
九
八
一
年
）
お
よ
び
『
象
徴
的
神
学
』
（
初
版
一
　
　
　
（
6
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
6
°
囚
接
Φ
ぴ
q
9
≦
騨
ロ
㊤
゜
。
刈
］
閣
や
。
。
O
跨
も
゜

　
　
九
四
六
年
、
全
国
書
房
、
著
作
集
第
五
巻
、
創
文
社
）
の
他
、
著
作
　
　
　
　
き
跨

　
　
集
の
他
の
巻
と
並
ん
で
、
水
垣
渉
「
故
有
賀
鐡
太
郎
先
生
の
学
問
的
　
　
　
（
7
）
　
有
賀
（
一
九
六
九
）
、
三
七
頁
。
出
エ
ジ
プ
ト
三
二
四
の
記
事
と

　

道程
」
『
日
本
の
神
学
』
十
七
号
、
＝
二
ー
二
一
頁
、
同
「
神
学
的
思
　
　
　
発
言
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
全
体
に
お
い
て
描
か
れ
た
契
約
の
歴
史
の

　
惟
の
本
質
と
構
造
と
し
て
の
〈
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
＞
1
有
賀
鐡
太
郎
　
　
　
　
内
部
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
有

　　
の
業
績
と
そ
の
意
義
」
『
李
鐘
聲
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
ソ
ウ
ル
、
　
　
　
　
賀
は
一
度
、
神
の
「
自
己
啓
示
」
の
モ
メ
ン
ト
を
出
エ
ジ
プ
ト
三
・

　　
一
九
九
二
年
、
六
五
二
ー
六
八
〇
頁
、
同
「
「
あ
る
」
と
「
あ
ら
し
め
　
　
　
　
　
一
四
に
帰
し
て
い
る
（
一
九
六
九
、
八
九
頁
）
。
し
か
し
有
賀
も
、
す

　　
る
」
に
つ
い
て
ー
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
　
　
　
　
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
妥
当
性
を
意
識
的
に
限

　
試
み
ー
」
『
途
上
』
二
五
号
、
二
〇
〇
三
年
、
九
－
三
二
頁
に
学
ん
だ
。
　
　
　
　
定
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
同
時
に
有
賀
の
理

　
　
な
お
日
゜
囚
鴇
Φ
α
q
四
≦
四
［
H
㊤
O
°
。
＼
三
参
照
。
有
賀
の
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
を
　
　
　
　
解
に
よ
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
教
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五

‘



九
六

　
　
教
に内
在
し
た
論
理
と
し
て
妥
当
性
を
有
し
、
そ
し
て
そ
の
限
界
が
　
　
（
9
）
　
日
囚
9
。
犀
Φ
α
q
餌
≦
曽
ロ
8
『
］
“
α
臼
ω
゜
ロ
O
O
°
。
＼
巴
を
参
照
。

　
　イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
最
高
度
に
意
識
さ
れ
た
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は
、
　
　
　
（
1
0
）
＜
σ
q
H
国
゜
切
費
昏
ロ
O
①
゜
。
ゼ
團
昨
邑
目
ロ
お
冨
亀
Φ
①
＜
騨
⇒
o
q
Φ
房
o
げ
Φ

　　
ハ
ヤ
・
オ
ン
ト
ロ
ギ
ア
へ
と
変
化
せ
し
め
ら
れ
る
。
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
　
　
　
　
臣
0
9
0
臨
ρ
N
≦
o
団
け
①
山
弩
o
ぽ
α
Q
Φ
ω
①
げ
Φ
口
Φ
諺
質
中
ω
』
O
睦
゜

　
　は
、
「
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
」
に
よ
っ
て
可
能
と
さ
れ
た
「
オ
ン
ト
ロ
　
　
　
（
1
1
）
　
筆
者
（
↓
°
国
口
犀
Φ
o
q
9
甫
㊤
雷
0
8
］
）
は
、
こ
れ
を
上
記
の
五
つ
の

　
　
ギ
ア
」
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
換
言
す
る
な
ら
ば
存
在
論
的
・
哲
学
　
　
　
　
点
に
お
い
て
注
目
し
た
。

　
　的
な
思
考
と
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
、
再
生
せ
し
め
ら
れ
た
。
　
　
　
（
1
2
）
　
バ
ル
ト
は
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
を
「
神
は
神
で
あ
る
」
と

（8
）
　
ハ
ル
ナ
ッ
ク
、
ロ
ー
フ
ス
の
意
味
で
の
ギ
リ
シ
ャ
化
に
対
抗
す
る
、
　
　
　
　
い
う
命
題
に
言
い
換
え
、
こ
の
聖
書
箇
所
を
弁
証
法
神
学
の
興
隆
当

　
　
弁
証
論
者
の

思

惟
の内
的
構
造
に
対
す
る
実
証
的
・
積
極
的
評
価
　
　
　
　
初
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
神
の
超
越
性
」
を
保
証
す
る
も
の
と
見

　
　は
、
デ
ン
マ
ー
ク
生
ま
れ
の
教
義
史
家
C
・
ア
ン
ド
レ
ー
セ
ン
の
ユ
　
　
　
　
て
い
る
。
団
゜
切
5
ω
o
げ
口
㊤
゜
。
昌
噂
U
δ
霞
晋
σ
q
Φ
α
o
ω
日
ず
Φ
9
0
α
q
o
昌

　
　
ステ
ィ
ノ
ス
解
釈
（
O
°
ぎ
曾
Φ
ω
Φ
口
［
H
㊤
㎝
N
ピ
冒
の
叶
貯
離
ロ
臣
山
興
　
　
　
　
囚
四
ユ
切
霞
跨
冒
ω
Φ
同
昌
Φ
P
O
α
洋
ぎ
α
q
興
旨
9
°
冨
Φ
P
O
α
け
誠
昌
α
q
Φ
円
q
巳
く
Φ
『
°

　
　目津
菖
Φ
『
Φ
℃
冨
8
旺
ω
ヨ
q
ρ
Φ
同
ω
け
冒
N
累
零
昏
企
ψ
同
㎝
『
1
］
°
O
切
乙
Φ
旨
梓
　
　
　
　
　
ω
津
鋒
胃
Φ
ユ
Φ
ロ
o
o
ρ
o
Q
．
b
o
o
o
h
°

　
　
冒
山
臼
ω
゜
［
b
。
O
O
㊤
］
噂
↓
げ
Φ
〇
一
〇
ぴ
q
δ
琶
α
国
マ
o
ず
Φ
凶
日
国
o
鼠
N
o
口
け
α
霞
　
　
　
（
1
3
）
　
こ
の
「
合
理
化
」
に
つ
い
て
は
、
↓
°
囚
餌
冨
o
q
9
≦
o
冒
0
9
］
噂
冒
O
O
呂

　
　
ぎ
け
貯
ρ
O
①
銘
目
目
Φ
冨
諺
自
ω
餌
言
Φ
N
珪
O
Φ
ω
。
ぼ
o
洋
⑦
匹
興
諺
一
叶
魯
　
　
　
　
を
参
照
。
筆
者
は
、
バ
ル
ト
の
教
義
学
的
思
考
を
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

　　
内
ぎ
げ
ρ
貯
げ
簿
Φ
口
N
霞
昏
『
o
げ
①
昌
σ
q
⑦
ω
o
匿
o
窪
ρ
げ
①
讐
巳
Φ
け
く
゜
　
　
　
　
ス
ト
と
い
う
特
殊
な
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
に
よ
る
合
理
化
の
思
惟
と
し
て

　　
国
四
二
国
o
目
自
α
団
o
房
い
圃
Φ
言
日
四
目
β
冨
ω
α
q
°
＜
°
0
耳
凶
ω
瓜
聾
　
　
　
　
　
特
徴
づ
け
た
。
＜
o
q
H
畠
N
詳
目
゜
国
p
評
①
α
q
o
毒
o
［
b
。
O
忌
H
［
b
。
O
O
呂
旧

　　
諺
浮
目
8
げ
け
ロ
昌
α
O
げ
回
ω
け
o
”
げ
H
≦
霞
評
ω
o
ぼ
O
ρ
切
山
匿
目
b
o
畑
し
d
臼
嵩
P
ω
゜
　
　
　
　
α
臼
ω
゜
［
卜
D
O
ミ
］
噂
内
゜
b
d
霞
匪
巴
o
。
幻
醇
凶
O
昌
P
嵩
ω
け
O
冨
冨
8
ざ
α
q
凶
ω
O
げ
Φ

　　
同
－
ω
㎝
）
を
噂
矢
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
芝
゜
勺
o
暮
o
昌
げ
興
α
q
　
　
　
　
丙
o
N
Φ
昌
貯
幾
8
p
。
訂
開
o
昌
ω
Φ
ρ
ロ
o
暮
o
幻
m
菖
o
口
〇
一
団
ω
圃
臼
ロ
ロ
α
q
°
切
Φ
h
興
讐

　
　口
O
㎝
O
］
”
U
凶
Φ
諺
口
旨
餌
ぎ
Φ
α
Φ
ω
O
げ
出
o
ω
8
ぼ
ω
o
冨
ロ
O
o
雰
Φ
ω
げ
？
　
　
　
　
餌
鼠
α
興
国
蝉
亭
切
曽
同
昏
－
囚
o
慧
興
Φ
震
貯
出
巴
色
げ
Φ
「
o
q
⇔
言
N
o
。
°
O
寓
．

　　
ぴ
q
ユ
駿
ω
巴
ω
山
O
㎎
B
四
寓
ω
0
げ
Φ
ω
勺
昌
亘
①
ヨ
α
臼
葺
O
ぽ
圃
ω
岳
o
げ
Φ
o
　
　
　
　
さ
0
8
伊
ぎ
”
山
臼
ω
冒
8
昌
”
b
’
o
。
甲
箋
゜

　　
↓
ゴ
Φ
9
0
鴨
ρ
N
内
O
刈
P
ω
゜
津
－
昏
仰
界
b
d
Φ
鴇
o
巨
四
〇
q
［
H
㊤
o
o
o
o
］
”
　
　
（
1
4
）
　
有
賀
（
一
九
六
九
、
五
三
頁
）
は
た
し
か
に
、
預
言
者
の
時
代
に

　　
Ω
旨
昌
脅
窃
α
興
U
o
讐
魯
α
q
Φ
ω
o
げ
画
o
耳
ρ
b
d
9
斜
O
o
零
¢
巳
α
凶
Φ
　
　
　
　
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
論
理
と
そ
の
妥
当
性
は
根
本
的
に
問
い
に
付
さ
れ

　
　宅Φ
拝
b
。
』
2
び
Φ
胃
げ
Φ
回
8
8
ロ
゜
㊤
≦
9
け
。
再
⑦
諺
ロ
P
U
胃
日
ω
田
ユ
r
ψ
　
　
　
　
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
有
賀
に
よ
れ
ば
、
契
約
そ
れ
自
身
は
こ
の

　　
H
8
津
等
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
機
的
な
時
代
に
も
留
保
さ
れ
、
契
約
概
念
の
特
殊
性
は
、
ヘ
レ
ニ



　
　
ズ
ム

的な
普
遍
的
な
倫
理
の
概
念
世
界
に
対
抗
し
て
な
お
も
承
認
さ
　
　
　
　
捧
鋤
ω
）
、
ま
た
教
義
や
教
理
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ー
ト
を
克
服
す
る

　
　
れた
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
に
見
て
い
る
が
、
バ
ル
ト
は
神
学
的
思
惟
の
対
象
で
あ
る
存
在
的

（1
5
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
即
冒
昌
α
q
9
ロ
O
ミ
H
O
o
筥
餌
一
ω
O
？
　
　
　
　
ラ
チ
オ
（
o
口
け
凶
ω
o
げ
Φ
鑓
寓
o
）
と
そ
の
認
識
方
法
を
意
味
す
る
認
識
的

　　
げ
⑦
冒
ぼ
ω
匹
霞
妻
Φ
胃
N
再
b
d
Φ
鵯
ロ
ロ
α
§
α
q
匹
興
日
ゴ
①
〇
一
〇
α
q
δ
ロ
①
ω
　
　
　
　
ラ
チ
オ
（
昌
O
Φ
叶
凶
ω
O
げ
O
H
鋤
け
団
O
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
啓
示
・
実
在
認
識

　
　O
Φ
ξ
o
§
同
讐
Φ
昌
巨
ω
窪
Φ
津
N
≦
団
ω
o
ず
讐
↓
冨
凶
ω
日
q
ω
§
q
諺
些
①
凶
ω
－
　
　
　
　
の
構
造
に
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
ラ
チ
オ
ナ
リ
ス
ム
ス
の
本
質
を
見
て
い

　
　日離
ρ
P
匹
貰
O
ゴ
o
q
Φ
ω
Φ
げ
⑦
昌
①
諺
二
自
゜
日
口
げ
貯
α
q
Φ
員
ω
゜
H
ω
c
o
－
罐
ω
゜
こ
こ
　
　
　
　
　
る
。
＜
α
q
μ
゜
囚
゜
切
鋤
酵
［
H
り
ω
ド
H
り
o
Q
昌
u
閏
凶
α
Φ
ω
ρ
＝
四
興
Φ
昌
ω
貯
け
①
緊

　
　
で
ユ
ンゲ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
問
う
必
然
　
　
　
　
げ
0
9
目
゜
匿
ω
色
B
ω
b
d
Φ
甫
o
凶
ω
ユ
Φ
同
国
改
ω
8
口
N
O
o
富
Φ
ω
障
ヨ
N
口
沼
白
－

　
　性
を
「
神
の
思
惟
可
能
性
」
（
U
Φ
爵
げ
胃
冨
津
O
o
け
富
ω
）
と
特
徴
づ
け
　
　
　
　
目
①
昌
雪
o
Q
ω
Φ
ぎ
Φ
゜
。
魯
Φ
9
0
0
Q
凶
ω
o
冨
口
娼
H
o
鵯
o
昌
目
ρ
聞
ω
o
q
燭
タ
国
゜

　
　た
。
こ
の
「
思
惟
可
能
性
」
と
い
う
特
徴
づ
け
に
は
、
哲
学
者
M
・
　
　
　
　
冒
ロ
α
q
巴
F
H
°
d
°
U
巴
瀞
酵
M
O
諺
H
押
ω
』
°
。
－
α
り
゜

　　
ハ
イ
デ
ガ
…
の
哲
学
の
テ
ー
マ
で
あ
る
存
在
と
思
考
の
関
係
と
い
う
　
　
　
（
1
8
）
　
バ
ル
ト
は
こ
の
解
釈
学
的
螺
旋
を
、
ル
タ
ー
の
弁
証
法
に
対
比
し

　
　問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
＜
α
q
ピ
国
゜
O
耳
ロ
8
り
H
U
①
鼻
①
昌
§
匹
　
　
　
　
て
、
「
目
的
論
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
弁
証
法
」
と
名
付
け
、
ル
タ
ー

　　
ω
Φ
貯
゜
U
興
毒
①
α
q
竃
口
。
『
鉱
口
出
皿
α
①
ぴ
q
α
q
興
ω
葺
Ω
山
9
≦
Φ
α
q
山
霞
　
　
　
　
派
と
改
革
派
の
対
立
・
相
違
の
克
服
の
可
能
性
を
見
て
い
る
。
高
H

　
　
臣
Φ
巳
o
職
ρ
N
畔
凶
o
巨
U
帥
N
ロ
＜
o
q
r
国
゜
冒
ロ
α
q
①
ポ
ω
o
冒
団
辞
N
塁
o
ぎ
　
　
　
　
国
U
昌
＼
ど
ω
゜
呂
O
臨
陰
ま
た
こ
の
螺
旋
的
思
考
を
バ
ル
ト
の
思
考
の
特

　
　貯
N
↓
艮
噂
H
O
①
ρ
ω
゜
嵩
。
。
1
鼠
㎝
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
と
見
る
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
神
学
者
T
・
R
・
ト
ー
ラ
ン

（1
6
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
囚
゜
切
四
酵
［
H
㊤
①
゜
。
］
℃
G
o
．
N
㊤
訣
も
↓
．
　
　
　
　
ス
で
あ
る
。

　　
国
欝
Φ
α
q
餌
≦
餌
ロ
㊤
ミ
］
も
゜
旨
h
一
九
一
〇
年
代
か
ら
バ
ル
ト
は
出
工
　
　
　
（
1
9
）
　
周
知
の
よ
う
に
、
○
°
国
び
①
嵩
昌
α
q
［
H
O
漣
］
”
い
口
夢
Φ
同
゜
国
ぎ
h
含
昌
o
q

　
　ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
と
の
関
連
で
黙
示
一
・
八
に
言
及
し
て
い
る
。
　
　
　
　
貯
ω
Φ
貯
U
象
冨
戸
円
q
げ
ぎ
α
q
Φ
コ
る
N
』
ヨ
興
ぎ
α
興
8
諺
ら
゜
は
、
こ

　　
く
α
q
ピ
日
゜
国
夢
①
σ
q
帥
≦
㊤
ロ
㊤
㊤
゜
。
＼
鋤
］
馳
ぎ
B
』
ρ
゜
。
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
を
弁
証
法
的
に
理
解
し
、
ル
タ
ー
の
思
考
の
特
質
を
そ
こ
に
見
る
。

（1
7
）
　
こ
の
「
合
理
化
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
上
記
β
国
更
Φ
o
q
四
≦
o
　
　
（
2
0
）
　
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
O
o
陣
と
0
9
尋
Φ
淳
は
同
一
で
あ
る
。
＜
o
q
ピ

　　
［
b
。
O
置
］
』
b
。
0
8
］
を
参
照
。
M
・
グ
ラ
ー
プ
マ
ン
（
冒
゜
○
冨
げ
白
碧
旨
　
　
　
　
闘
θ
目
＼
ど
ω
．
ω
O
°
。
臣
‘
ω
潔
凍
゜
』
く
b
。
層
ω
゜
H
P
α
膳
9
巴
゜
さ
ら
に
こ
の

　
　口
O
O
O
H
U
冨
○
。
ω
。
ゴ
o
鐸
Φ
住
霞
ω
o
げ
o
冨
ω
蔚
o
げ
o
ロ
竃
Φ
昏
o
ロ
ρ
　
　
　
　
問
題
に
つ
い
て
は
日
囚
9
。
評
o
α
q
曽
≦
四
［
H
O
ミ
］
も
．
膳
参
照
。

　　
凋
冨
ま
霞
ぴ
q
凶
゜
b
σ
目
4
げ
①
ω
陰
ω
゜
N
朝
。
。
－
ω
ω
㊤
）
は
、
ス
コ
ラ
神
学
の
歴
史
の
　
　
　
（
2
1
）
　
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
も
同
様
に
、
啓
示
さ
れ
た
神
の
彼
方
に
本
来
的

　
　中
で
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
理
性
主
義
の
本
質
を
「
権
威
」
（
㊤
¢
9
0
－
　
　
　
　
な
他
の
神
性
（
0
9
昏
簿
）
を
想
定
す
る
。
こ
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



九
八

　
　
神
論
の
問
題
に
つ
い
て
は
有
賀
（
一
九
六
九
、
二
九
六
頁
）
の
ほ
か
、
　
　
　
　
臼
＼
ρ
姻
α
O
に
お
い
て
テ
ー
マ
化
し
論
じ
て
い
る
。
＜
閃
目
゜
白
゜
寄
α
－

　　内
゜
切
①
同
ω
o
げ
冨
o
q
口
㊤
。
。
。
。
］
讐
ω
゜
H
ω
N
口
゜
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
　
　
　
　
　
　
鱒
Φ
口
O
刈
ρ
H
㊤
゜
。
ω
］
”
ω
ロ
ロ
α
Φ
二
昌
α
宕
8
げ
寓
o
q
Φ
ω
び
Φ
一
国
p
二
切
霞
昏
b
°

（2
2
）
　
こ
の
言
述
性
と
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
存
在
と
行
為
に
対
応
　
　
　
　
α
霞
o
げ
α
q
Φ
ω
Φ
び
魯
Φ
F
Φ
暑
Φ
蹄
Φ
辞
①
諺
二
自
4
冥
o
口
臨
岩
げ
曾
・
≦
億
旨
゜

　　
し
た
現
実
性
と
そ
の
認
識
の
特
質
で
あ
る
。
＜
㈹
ド
囚
゜
切
錠
些
［
H
㊤
ω
ド
　
　
（
2
6
）
＜
α
q
ピ
日
゜
囚
鋳
Φ
α
q
餌
≦
p
口
り
り
゜
。
＼
げ
］
』
劇
゜

　
　
H
り
。
。
巳
む
①
ω
゜
ω
゜
蔭
゜
。
ふ
㊤
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
有
賀
の
「
論
理
の
中
断
」

（2
3
）
　
隠
さ
れ
た
神
（
α
Φ
¢
ω
呂
ω
8
口
巳
窪
ω
）
と
啓
示
さ
れ
た
神
（
α
Φ
q
ω
　
　
　
　
（
ま
た
「
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
」
）
は
、
水
垣
渉
（
一
九
七
八
、
一
九

　
話
く
Φ
冨
言
ω
）
を
実
在
的
に
区
別
す
る
こ
と
に
対
す
る
バ
ル
ト
の
批
判
　
　
　
　
頁
以
下
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
生
み
出
す
そ

　　
に
つ
い
て
は
、
切
四
尋
ロ
漣
ρ
H
逡
゜
。
］
馳
国
U
昌
＼
討
ω
゜
①
O
°
。
融
゜
噛
切
゜
　
　
　
　
の
「
母
」
と
し
て
原
始
キ
リ
ス
ト
教
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
を
位
置

　
内
冨
署
O
腎
口
⑩
刈
O
］
”
℃
『
o
日
凶
ω
ω
｛
o
＝
口
α
切
¢
昌
9
0
0
ω
①
自
口
昌
O
国
く
9
。
口
・
　
　
　
　
づ
け
る
新
約
学
者
E
・
ケ
ー
ゼ
マ
ン
［
H
㊤
O
O
］
の
思
想
と
本
質
的
に

　
α
q
Φ
野
巨
び
皿
ピ
q
9
9
琶
畠
b
d
胃
穿
》
0
9
け
冒
α
q
Φ
P
ω
』
O
b
。
幽
卜
。
。
。
参
照
。
　
　
　
　
収
赦
・
連
続
す
る
。
筆
者
は
「
K
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
〈
教
義
学
と

　
　
上
記
の
批
判
の
箇
所
が
現
れ
る
選
び
の
教
説
と
の
関
連
で
の
、
バ
ル
　
　
　
　
解
釈
学
〉
」
と
い
う
設
問
の
下
に
、
上
記
ケ
ー
ゼ
マ
ン
の
主
張
と
こ
れ

　　
ト
の
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
批
判
に
つ
い
て
は
、
b
d
母
些
　
［
H
O
お
”
同
㊤
＄
］
”
　
　
　
　
に
対
立
す
る
R
・
ブ
ル
ト
マ
ン
、
E
・
フ
ッ
ク
ス
の
立
場
の
対
照
の

　

民U
目
＼
b
。
糟
ω
゜
ド
b
。
日
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
を
論
じ
た
。
ブ
ル
ト
マ
ン
学
派
に
よ
る
ケ
ー
ゼ
マ
ン
批
判
の
前

（2
4
）
　
こ
の
事
態
を
有
賀
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
（
「
神
の
　
　
　
　
提
に
は
、
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
に
対
す
る
近
代
合
理
主
義
的
・
啓

　

無名
性
」
な
る
テ
ー
マ
の
下
に
）
と
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
に
　
　
　
　
蒙
主
義
的
な
先
入
観
が
あ
り
、
有
賀
－
ケ
ー
ゼ
マ
ン
的
な
プ
ネ
ウ
マ
ト

　　
お
い
て
確
認
し
て
い
る
。
フ
ィ
ロ
ン
や
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
に
よ
れ
ば
ミ
　
　
　
　
　
ロ
ギ
ア
へ
の
視
点
の
欠
如
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
（
＜
讐
↓
°
内
甲

　　
ス
テ
ィ
ー
ク
（
神
秘
主
義
）
的
経
験
は
、
可
視
的
世
界
か
ら
不
可
視
　
　
　
　
犀
o
α
q
餌
≦
p
［
b
。
O
O
b
。
］
）
。
学
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
プ
ネ
ウ
マ
ト

　

的
世界
へ
と
上
昇
す
る
人
間
理
性
に
よ
る
「
存
在
」
へ
の
追
求
が
、
　
　
　
　
　
ロ
ギ
ア
を
基
礎
に
し
た
根
拠
づ
け
の
問
題
は
、
新
約
聖
書
学
（
L
・

　　
「
あ
ら
し
め
る
」
も
の
（
“
ゴ
鉱
魯
”
あ
る
い
は
“
①
ξ
興
”
）
の
助
け
を
　
　
　
　
ゴ
ッ
ペ
ル
ト
）
、
古
代
教
義
史
（
W
・
シ
ュ
ネ
ー
メ
ル
ヒ
ャ
ー
、
K
・

　
　
借
り
て
、
こ
の
「
存
在
」
の
彼
方
に
あ
る
「
あ
ら
し
め
る
も
の
」
ヘ
　
　
　
　
バ
イ
シ
ュ
ラ
ー
ク
等
）
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
承
認
す
る
形
で
積
極
的

　
　
向
か
う
、
人
間
理
性
の
脱
自
的
か
つ
弁
証
法
的
動
性
の
う
ち
に
生
起
　
　
　
　
　
に
議
論
さ
れ
た
。
シ
ュ
ネ
ー
メ
ル
ヒ
ャ
ー
（
毛
．
ω
o
ぎ
Φ
Φ
ヨ
Φ
一
魯
魯

　
　
する
。
＜
o
q
ド
日
゜
囚
”
搾
①
α
q
四
≦
餌
［
H
㊤
㊤
゜
。
＼
巴
”
吻
㊤
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
O
置
］
”
O
Φ
ω
四
馨
Φ
謀
Φ
跨
広
診
馨
N
o
N
⊆
ヨ
2
Φ
ロ
o
つ
目
Φ
ω
富
目
Φ
ロ
け

（
2
5
）
　
他
方
バ
ル
ト
は
、
「
虚
無
的
な
る
も
の
」
（
U
器
2
ぱ
げ
け
凶
α
q
o
）
を
闘
U
　
　
　
　
琶
α
N
貫
℃
卑
旺
ω
ぼ
ぎ
月
冨
ω
ω
巴
o
昌
同
貫
び
Φ
ω
．
ω
。
H
°
。
O
臨
ら
山
霞
ω
゜



　
　ロ
O
O
昌
”
国
巴
魯
自
巳
諺
億
齢
簿
N
p
切
Φ
同
ぽ
餌
α
q
Φ
N
g
内
貯
o
げ
魯
σ
q
Φ
・
　
　
　
　
ゴ
g
ω
㌧
O
穽
興
匹
o
汀
即
冒
昌
α
q
匹
口
O
①
『
］
匂
O
o
暮
Φ
ω
o
o
①
貯
｛
ヨ
芝
R
－

　　
o
。
〇
三
〇
耳
Φ
コ
ロ
仙
N
ロ
日
α
評
ロ
日
①
鼠
ω
o
冨
口
O
Φ
呂
鼠
o
貫
↓
口
げ
冒
α
q
Φ
P
　
　
　
　
α
Φ
P
ω
゜
H
8
F
ぎ
」
O
°
。
°

　　
げ
Φ
ω
゜
ψ
H
O
°
。
塗
）
は
、
新
約
聖
書
（
特
に
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
）
か
　
　
　
（
2
9
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
6
°
国
爵
①
o
Q
曽
≦
騨
ロ
㊤
Φ
刈
H
ω
』
h
℃
ψ
゜
。
－

　
　ら
弁
証
論
者
を
経
由
し
、
さ
ら
に
四
世
紀
に
お
け
る
古
代
教
義
の
成
　
　
　
　
ド
b
。
旧
α
臼
ω
゜
［
H
㊤
り
o
◎
］
”
ω
』
跨
℃
ω
゜
H
鳶
を
参
照
。

　
　
立
に

至る
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、
「
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
　
　
　
（
3
0
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
根
正
雄
（
一
九
六
二
、
一
九
六
九
）

　
　ア
」
（
有
賀
）
が
実
証
さ
れ
た
展
開
を
見
て
い
る
。
ブ
ル
ト
マ
ン
、
フ
ッ
　
　
　
　
「
救
済
史
の
理
解
に
つ
い
て
」
『
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
研
究
』
岩
波
書
店
、

　
　ク
ス
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
そ
の
黙
示
思
想
に
対
す
る
否
認
に
対
応
　
　
　
　
　
一
九
六
九
年
、
五
三
頁
。
こ
こ
で
表
明
さ
れ
た
“
融
o
冨
＆
o
富
”
に

　
　す
る
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
を
承
認
し
な
い
近
代
合
理
主
義
的
・
啓
蒙
　
　
　
　
関
す
る
関
根
の
見
解
は
、
ユ
ン
ゲ
ル
（
国
゜
冒
昌
α
q
匹
　
冨
。
。
b
。
］
り
ω
゜

　
　
主
義
的な
思
惟
方
法
は
、
理
性
に
啓
示
の
現
実
性
を
保
証
す
る
補
助
　
　
　
　
H
°
。
蔭
臣
）
の
「
神
の
思
惟
可
能
性
」
と
い
う
根
本
構
想
に
対
応
す
る
。

　
　
手
段
の
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
（
G
・
エ
ー
ベ
リ
ン
ク
）
。
〈
教
　
　
　
　
さ
ら
に
弓
゜
囚
接
o
α
Q
曽
≦
卯
冒
8
出
u
ω
゜
①
刈
㎏
‘
ψ
。
。
。
。
℃
雪
日
。
劇
劇
゜
参

　
　義
学
と
解
釈
学
〉
な
る
設
問
－
高
森
昭
『
教
義
学
と
解
釈
学
』
（
一
　
　
　
　
　
照
。

　
　
九
七
四
）
参
照
1
も
、
〈
啓
示
と
理
性
〉
ま
た
〈
信
仰
と
歴
史
〉
等
　
　
　
（
3
1
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
囚
．
切
β
。
同
9
ロ
霧
り
］
噂
ω
゜
謬
参
照
。
た
し

　　
の
設
問
と
同
様
に
、
近
代
の
啓
蒙
主
義
的
合
理
主
義
に
起
源
を
持
つ
　
　
　
　
か
に
バ
ル
ト
は
同
様
に
、
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
を
キ
リ
ス
ト
教
後

　

設問
で
あ
り
、
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
と
は
異
質
で
あ
る
。
＜
o
q
ド
　
目
゜
　
　
　
　
時
代
に
は
妥
当
し
な
い
も
の
と
見
な
し
て
い
る
が
、
出
エ
ジ
プ
ト

　

囚躊
①
α
q
鋤
妻
㊤
［
b
。
0
8
］
這
臼
叩
冒
8
b
。
］
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
一
四
以
下
の
妥
当
性
は
キ
リ
ス
ト
教
後
の
時
代
に
お
い
て
も
妥

（2
8
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
内
゜
切
母
9
　
0
①
ω
四
日
冨
q
ω
α
q
僧
げ
Φ
同
押
　
　
　
　
当
す
る
と
い
う
上
記
の
判
断
と
対
照
を
な
す
見
解
は
、
す
で
に
言
及

　

q
暮
Φ
鼠
o
洋
貯
α
鶏
。
冨
凶
ω
け
一
凶
o
ず
曾
国
9
α
q
凶
o
員
国
R
b
。
（
H
O
国
＼
b
。
）
匂
ω
゜
　
　
　
　
し
た
よ
う
に
、
三
位
一
体
論
（
囚
゜
切
胃
§
”
O
男
＼
お
ω
゜
H
O
◎
O
国
＼
b
。
M

　

HO
°
。

廿
国U
目
＼
ど
ω
゜
ω
雌
を
参
照
。
超
越
論
的
思
考
に
対
す
る
批
判
　
　
　
　
ω
」
ω
旧
日
゜
国
葵
Φ
α
q
僧
≦
9
。
［
H
O
O
o
◎
］
”
ω
゜
目
ま
℃
o
Q
°
H
8
ω
゜
b
。
9
ぎ
゜
零
）

　　に
つ
い
て
は
、
国
゜
O
穽
［
H
O
綬
］
噂
O
Φ
ω
〇
三
〇
げ
け
⑦
q
口
α
国
Φ
出
ω
α
q
Φ
ω
o
ぼ
0
7
　
　
　
　
　
と
選
び
の
教
説
（
国
U
目
鳶
”
ω
゜
ω
誤
1
ω
刈
゜
。
旧
↓
°
円
四
犀
Φ
ぴ
q
p
妻
p
［
H
⑩
Φ
己
博

　
8
貯
山
鶏
目
冨
〇
一
〇
α
q
凶
Φ
国
鼠
〇
一
』
切
巳
9
費
5
ρ
切
国
↓
げ
H
ρ
日
離
げ
貯
・
　
　
　
　
ω
゜
°
。
陳
こ
ω
」
罵
）
に
見
出
さ
れ
る
。
バ
ル
ト
の
黙
示
一
・
八
の
理
解
・

　
α
q
o
戸
ψ
①
臣
旧
い
o
D
富
団
α
q
興
口
㊤
①
巳
℃
U
δ
口
Φ
畳
日
Φ
昌
Φ
巳
涛
巴
ω
　
　
　
　
解
釈
に
つ
い
て
は
、
国
陰
b
d
母
昼
O
諺
H
ロ
O
°
。
昌
M
O
Φ
ω
四
日
鼠
口
ω
o
q
o
げ
Φ

　8
鷺
鉾
♂
9
①
ω
蜀
8
巨
Φ
日
゜
国
凶
口
Φ
諺
β
ω
Φ
口
p
。
昌
α
臼
ω
Φ
冒
§
α
q
日
凶
け
　
　
　
　
押
国
o
巳
貯
日
き
α
Φ
自
曇
①
旨
博
9
叶
H
O
O
O
l
H
O
b
。
ど
ψ
b
。
°
。
押
民
U
H
＼
b
。
”
ω
゜

　
α
Φ
ヨ
茸
き
N
Φ
巳
Φ
暮
巴
曾
ぎ
ω
四
け
N
α
Φ
ω
匪
①
9
0
α
q
同
ω
昏
o
口
く
霞
ω
叶
①
－
　
　
　
　
P
ω
゜
零
ゑ
゜
弧
H
H
＼
N
ω
』
㎝
゜
。
旧
日
国
艮
Φ
α
q
o
≦
曽
ロ
O
零
］
”
ω
．
蔭
跨
を
参

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



一
〇
〇

　
　
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
性
に
属
す
る
精
神
運
動
で
あ
る
と
否
定
的
に
判
断
さ
れ
て
い
る
と

（3
2
）
　
有
賀
「
神
学
的
解
釈
学
へ
の
道
」
『
象
徴
的
神
学
』
初
版
一
九
四
六
　
　
　
　
　
い
う
同
様
の
根
拠
か
ら
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
問
題
に

　
　
年
、
全
国
書
房
、
著
作
集
第
五
巻
、
創
文
社
、
一
九
四
八
年
、
四
九
　
　
　
　
つ
い
て
は
、
囚
゜
b
J
霞
野
［
（
H
り
b
。
叩
H
㊤
ω
O
）
”
H
O
㊤
鼻
ω
o
ぼ
o
訂
巴
⊆
巳

　
　
頁
。
さ
ら
に
プ
ネ
ウ
マ
ト
ロ
ギ
ア
を
テ
ー
マ
に
し
た
有
賀
の
論
文
「
ソ
　
　
　
　
冠
Φ
Φ
ぎ
匹
興
日
冨
巳
o
α
q
団
ρ
ω
゜
ω
瞳
山
り
鯨
山
霞
ψ
尻
U
H
＼
b
。
り
o
Q
°
①
H
O
龍
゜
嚇

　　
フ
ィ
ア
と
デ
ュ
ナ
ミ
ス
」
（
有
賀
、
一
九
六
九
所
収
）
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
血
霞
ω
［
H
逡
鼻
ω
゜
罐
跨
4
ω
゜
メ
敬
震
主
義
と
啓
蒙
主
義
が
と
も
に
近

（3
3
）
　
バ
ル
ト
に
お
け
る
哲
学
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
国
゜
切
o
酵
噂
囚
U
H
＼
　
　
　
　
代
的
主
観
性
に
属
す
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
日
　
国
接
Φ
α
q
四
≦
餌

　
　
N
ω
゜
°
。
日
゜
。
歯
b
。
9
ψ
゜
。
O
㎝
凍
引
魁
①
『
9
ロ
リ
ω
呂
”
O
お
α
9
国
9
ξ
信
『
o
・
　
　
　
　
［
b
。
8
己
を
も
参
照
。

　
玄
Φ
ヨ
α
興
U
o
◎
q
3
餌
叶
貯
α
費
o
Q
Φ
ω
け
Φ
濠
凶
碁
ぎ
ω
〇
三
島
碧
α
器
　
　
（
3
4
）
　
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
上
記
し
た
よ
う
に
、
有
賀
に
倣
っ
て
、
神

　
＞
O
o
ω
8
一
凶
ω
o
げ
⑦
O
冨
旨
o
窃
げ
Φ
評
o
目
巨
ρ
寓
登
o
ゴ
Φ
戸
ω
゜
H
α
゜
。
訟
引
　
　
　
　
的
実
在
へ
の
理
性
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
上
昇
的
接
近
を
、
ア

　
　
α
Φ
H
9
［
H
8
呂
り
℃
ず
出
o
ω
o
O
ぼ
o
ロ
巳
日
げ
Φ
9
0
0
q
楠
ρ
凶
羅
勺
ぼ
δ
ω
8
罠
Φ
　
　
　
　
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
や
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス

　
ロ

昌
α
o
冨
同
ω
窪
o
げ
o
国
臥
ω
審
5
N
°
男
ω
律
国
Φ
凶
霞
甘
ゴ
切
震
匪
刈
O
°
　
　
　
　
（
「
モ
ー
セ
の
生
涯
」
等
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
に
お
い
て

　
　
O
Φ
げ
嘆
け
ω
富
α
q
層
切
器
Φ
く
ω
嘗
雰
o
q
ゆ
昼
ψ
り
ω
－
H
O
9
し
た
が
っ
て
こ
こ
　
　
　
　
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
富
や
学
問
が
イ
ス
ラ
エ
ル
史
の
展
開
の
申
に
弁
証

　　
で
注
目
で
き
る
の
は
、
啓
示
を
前
提
に
、
ま
た
啓
示
を
基
礎
に
し
て
　
　
　
　
法
的
に
止
揚
さ
れ
て
い
く
事
態
が
描
か
れ
て
い
る
。
有
賀
の
「
神
学

　
　
遂
行
さ
れ
た
教
義
学
的
な
弁
証
が
問
題
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
い
　
　
　
　
的
解
釈
学
」
と
し
て
の
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
方
法
の
基
底
に
あ
る
と
考

　
　
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
ミ
ス
　
　
　
　
え
ら
れ
る
〈
啓
示
と
理
性
〉
の
対
照
は
、
バ
ル
ト
の
契
約
史
を
基
底

　　
テ
ィ
ー
ク
が
積
極
的
に
は
主
題
化
さ
れ
ず
、
つ
ね
に
否
定
的
に
判
断
　
　
　
　
と
し
た
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
一
四
以
下
解
釈
が
「
存
在
」
の
立
場
か
ら

　
　
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
バ
ル
ト
の
教
義
学
的
合
理
性
の
有
　
　
　
　
の
も
の
で
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
近
代
的
・
啓
蒙
主
義
的
合
理
性

　
　
す
る
独
自
な
性
格
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
内
゜
　
　
　
　
の
性
格
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
（
日
丙
舞
Φ
o
q
帥
≦
四
冒
O
O
N
］
”

　
　
切
費
9
ロ
O
b
。
呂
鰯
O
国
＼
N
ω
゜
㎝
H
埜
ω
゜
H
O
ω
睦
引
α
Φ
同
ρ
民
U
H
＼
b
。
”
ω
゜
　
　
　
　
留
O
O
°
。
］
）
、
教
義
と
歴
史
、
一
般
解
釈
学
と
聖
書
解
釈
学
、
啓
示
と
理

　
　
謹
゜
。
陣
こ
の
箇
所
で
バ
ル
ト
は
人
間
に
内
在
し
た
二
つ
の
可
能
性
、
　
　
　
　
　
性
、
啓
示
と
歴
史
と
い
っ
た
近
代
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
頻
繁
に

　　
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
と
無
神
論
を
批
判
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
、
バ
　
　
　
　
論
議
さ
れ
た
諸
問
題
は
、
上
記
の
「
存
在
」
の
立
場
か
ら
見
て
、
ニ

　　
ル
ト
の
見
解
を
、
啓
示
認
識
の
可
能
性
に
関
し
て
、
上
記
の
可
能
性
　
　
　
　
次
的
な
位
置
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
バ
ル
ト
の

　　
と
対
応
す
る
、
敬
度
主
義
と
啓
蒙
主
義
が
、
両
者
と
も
に
近
代
的
主
　
　
　
　
契
約
と
「
存
在
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
囚
゜
切
錠
豊
民
U
H
H
＼
b
。
噛



　　
国
゜
冒
5
α
q
巴
口
O
零
］
噛
毛
゜
国
騨
一
①
ロ
ミ
呂
”
o
o
o
貯
コ
ロ
α
O
旨
四
匹
Φ
゜
U
凶
Φ

　　
○
算
9
0
0
q
凶
Φ
冒
囚
四
巨
団
胃
仔
ω
囲
同
o
巨
博
9
㊤
U
o
鷺
讐
同
置
切
Φ
二
楠
⇔
＼

　
　宕
①
≦
団
o
時
を
参
照
。
有
賀
に
お
け
る
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
な
ハ
ヤ
ト

　　
ロ
ギ
ア
と
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
選
び
と
契
約
と
の
結
び
つ
き
は
、
有

　
　賀
の
カ
ハ
ル
ー
エ
ク
レ
シ
ア
構
造
を
見
る
と
き
理
解
で
き
る
が
（
＜
o
q
ピ

　　
日
・
囚
四
犀
Φ
ぴ
q
四
≦
鋤
口
O
O
。
。
＼
巴
”
囚
四
や
蔭
）
、
ま
た
、
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
は

　
　
歴
史
の中
で
、
ま
た
こ
れ
を
目
指
し
て
働
き
、
具
体
的
な
歴
史
的
社

　
　
会
的
現
実性
を
形
成
し
う
る
論
理
と
さ
れ
る
に
し
て
も
、
神
学
的
解

　
　
釈学
と
い
う
構
想
に
発
す
る
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
に
、
い
わ
ば
有
賀
の
共

　
　同
体
論
で
あ
る
〈
カ
ハ
ル
ー
エ
ク
レ
シ
ア
〉
構
造
を
根
拠
づ
け
る
も
の

　
　と
し
て
登
場
す
る
契
約
概
念
は
、
い
わ
ば
外
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ー
フ
な

　
　テ
ー
マ
と
し
て
神
学
的
解
釈
学
と
い
う
テ
ー
マ
に
事
後
的
に
付
加
さ

　
　
れた
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
3
5
）
　
註
（
2
9
）
お
よ
び
↓
°
囚
聾
Φ
α
q
餌
≦
簿
ロ
8
°
。
＼
げ
］
参
照
。

有賀
鐡
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解
（
掛
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一


